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帝
政
の
動
車
@

市
議
会
臨
時
会
は
、

1
月
お
日
開
か

れ
、
次
の
議
案
が
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
え

V
議
決
さ
れ
た
議
案

-m年
度
一
般
会
幹
端
正
予
算

今
回
の
一
般
会
結
正
予
算
は
、
歳

入
・
歳
出
予
算
の
総
額
に
六
百
七
十
四

万
一
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

・
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
九
十
二
億
二
千

五
十
七
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
、
そ

の
主
な
内
容
は
、
農
林
業
施
設
災
害
復

旧
費
に
お
い
て
、
国
庫
負
担
事
業
と
し

て
追
加
認
承
が
あ
っ
た
た
め
の
事
業
費

五
百
四
十
四
万
一
千
円
と
、
第
十
魚
水

丸
の
遭
難
事
故
に
伴
う
捜
索
経
費
の
一

部
助
成
の
た
め
の
百
三
十
万
円
が
計
上

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
財

団
法
人
魚
津
市
施
設
管
理
公
社
の
収
益

事
業
に
対
す
る
借
入
金
に
つ
い
て
は
、

二
億
円
を
限
度
と
し
て
債
務
補
償
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

幻
年
魚
津
市
成
人
式
は
多
彩
な
内
容
で

新
成
人
者
の
前
途
を
祝
う
F
・

記
念
品
(
ア
ル
バ
ム
)
を
贈
呈
、
続
い

て
「
成
人
の
日
」
記
念
表
彰
で
、
優
良

青
年
4
人
と
優
良
青
年
団
体
1
団
体
を

表
彰
し
、
そ
の
あ
と
、
野
崎
市
議
会
議

長
の
祝
辞
、
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
朗
読
、
次
に
、
梅
崎
清
美
さ
ん
(
上

中
島
)
の

「
私
の
生
い
た
ち
」
の
発
表

の
あ
と
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、
東

部
中
ー
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る

演
奏
や
青
春
ソ
ン
グ
と
ゲ

l
ム
で
楽
し

ん
で
新
成
人
者
を
祝
い
ま
し
た
。

「成
人
の
日
」
記
念
表
彰
者
〈
団
体
〉

V
優
良
青
年
の
部

橋
本
明
美
〈
加
積
〉

山

崎

昌

弘

〈上
中
邑
問
〉

吉

田

譲

〈

片

貝

〉

宮

崎

稔

〈

上

野

方

v

v優
良
青
年
団
体
の
部

住
吉
校
下
青
年
団

さ
る
、

1
月
日
日
の
成
人
の
日
に
市

内
六
六
一
人
(
男
三
四
七
人
、
女
一
三

四
人
)
の
新
成
人
を
市
民
会
館
に
迎
え

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
午
前
9
時
釘
分
か
ら
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
加
積
青
年
団
員
が
郷

土
芸
能
「
帆
柱
お
こ
し
」
を
演
じ
た
あ

と
、
清
河
市
長
の
式
辞
、
新
成
人
者
に

昨
年
5
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
て

い
た
大
町
公
民
館
が
、
こ
の
ほ
ど
旧

魚
津
水
族
館
の
遊
園
地
跡
に
完
成
し

て
、
1
月
ロ
日
に
竣
工
式
を
行
い
ま

し
た
。
同
公
民
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
て
延
一

、
O
五
四
平
方

メ
ー
ト
ル
で
市
内
十
三
地
区
公
民
館

の
う
ち
、
建
て
面
積
は
最
大
で
近
代

的
な
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

総
工
費
二
億
三
百
七
十
三
万
円
を

要
し
、
大
会
議
室
・研
修
室
・実
習
室
・

会
議
室

・
視
聴
覚
室

・
図
書
室
な
ど

が
あ
っ
て
、
今
後
の
地
区
民
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
場
と
し
て
大
い

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

0

6

官
也
事
。
E
v
，S
E
Z

出
初
め
式
で
表
彰

1
月
6
日
、
村
木
小
学
校
校
庭
で
行

わ
れ
た
消
防
出
初
め
式
で
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

V
消
防
協
力
者
表
彰

魚
津
市
三
ケ
株
式
会
社
吉
野
工
業

代

表

吉

野

雄

二

〈
事
績
〉
昨
年
1
月
日
日
、
等
覚
寺
境

内
で

「
か
ま
く
ら
」
遊
び
中
、
雪

に
埋
れ
た
児
童
を
救
助
。

魚
津
市
火
の
宮
町
(
村
木
口
区
町
内
会
)

区

長

石

崎

政

雄

〈
事
績
〉
大
正

2
年
か
ら
現
在
に
い
た

る
ま
で
、
火
災
予
防
思
想
の
高
揚

と
啓
蒙
と
し
て
夜
警
を
実
施
。

V
県
知
事
表
彰

第
1
分

団

団

員

第
3
分

団

団

員

第
4
分

団

団

員

-
晴
れ
の
表
彰

一
全
国
公
民
館
連
合
会
長
表
彰

マ
功
労
賞

負
津
市
真
成
寺
町
四
番
六
号

谷
川
寛
徳
八
九
歳
〉

永
年
に
わ
た
り
公
民
館
の
活
動

並
び
に
社
会
教
育
の
実
践
を
通
じ

地
域
社
会
の
発
展
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

谷
口
清
太
郎

島

崎

重

幸

山

崎

憲

良

大町公民館しゅん工なる.ノ第
6
分
団

第
6
分
団

第

7
分
団

第
9
分
団

第
9
分
団

第
叩
分
団

第
日
分
団

部団班部班団団
長員長長長員員

左

近

良

雄

高

縁

茂

夫

窪
田
研
太
郎

道

中

徳

治

山

本

清

作

山

田

忠

信

山

本

明

正

(2) 

第
日
分
団
班
長

第
ロ
分
団
団
員

第
日
分
団
団
員

第
日
分
団
団
員

V
支
部
長
表
彰

第
1
分

団

団

員

第
2
分

団

団

員

第
4
分

団

団

員

第
5
分

団

団

員

第
5
分

団

団

員

第
6
分

団

団

員

第
7
分

団

団

員

第
9
分

団

団

員

第
9
分

団

団

員

第
叩
分
団
団
員

第
日
分
団
団
員

第
日
分
団
団
員

第
ロ
分
団
団
員

第
日
分
団
団
員

第
凶
分
団
班
長

大

崎

松

男

岩

崎

鷹

男

国

木

正

晴

村
田
元
一

浜

多

隆

荒

井

好

美

浜
崎
由
紀
夫

山

形

房

直

吉
崎
源
太
郎

肥

塚

宗

昭

広

田

俊

成

寺

越

昭

作

尾

谷

忠

雄

小

西

清

寺

崎

幸

作

本

元

幸

俊

上
回
精
一

竹

倉

明

雄

保

里

清

松
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今年も航海の安全と大漁を
祈願 ・魚津市出漁団祈願祭・

1月21日、魚津漁協大ホールで航海の安全と大

漁を祈って祈願祭が行われました。清河市長(出漁

団団長)や県知事などの激励を受け、団員一間決意

を新たにしました。神事のあと優良団員の表彰が行

われ、次の方々が受彰されました。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
職
業
安
定

所

(
宮
⑧

0
3
6
5
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

住

固

有

為

…

・
緊
急
に
職
を
探
し
て
い
ま

マ
同
一
船
王
5
か
年
勤
続
者
表
彰
尚

〈市
出
漁
団
長
表
彰
状
〉
…

す
グ
〈
求
職
情
報
〉

辻

口

敏

明

平

崎

進

岡

本

和

夫

宮

島

政

利

宮

島

清

治

岡

本

貢

住

田

国

広

マ
職
務
別
功
労
者
表
彰

〈
市
出
漁
団
長
表
彰
状
〉

・
船

長

功

労

者

小

畑

重

作

・
無
線
士
功
労
者
上
岸
将
行

・
甲
板
員
功
労
者
海
原
忠
治

本

吉

正

喜

経

沢

治

雄

表
彰
者
氏
名

〈
敬
称
略
〉

マ
富
山
県
出
漁
組
合
連
合
会
長
表
彰

浜
岡
良
雄
金
三
津
順
一

魚

岸

実

マ
同
一
船
主
お
か
年
勤
続
者
表
彰

〈
市
出
漁
団
長
表
彰
状
〉

高

岸

紀

幸

漁

勇

マ
同
一
船
主
初
か
年
勤
続
者
表
彰

G 盟冨2・

〈
市
出
漁
団
長
表
彰
状
〉

春

日

弘

中

島

松

代

士

マ
同
一
船
主
日
か
年
勤
続
者
表
彰

〈
魚
津
市
長
感
謝
状
〉

藤

岡

信

行

マ
同
一
船
主
叩
か
年
勤
続
者
表
彰

〈
市
出
漁
団
長
表
彰
状
〉

浜

浦

義

光

杉

本

清

志

市政の動き、 57年出初式一一一一一2
大漁祈願祭…・…・……....・・・・…ー一ーー3
新春座談会、、水よもやま談義、---4-5
税の申告シーズン-・・・ 6・・・・・・ーーーーーーーーーーー--6
みんなのねんきん・......_----------------ア

あなだの国保・---------------------ー-------8
みんなのスポーツー…一一一一一一9
あなだと図書館・・-----------ー・・・・・・・・・・・・・10
洗剤に関する戸ンケート調査ーーー…・・-竹

魚津市健康づくり推進事業一---12-13
保健だより…-------一一--------------ー----14
1白身障害者への援護のしくみ・--------15
あしらせ一一一一一一一一一---16-17
新水族館展示コーナ一紹介⑬・ー・・・・・・・18

整番理号 希職望種 年齢 性別j居住 希賃望金 前歴 学歴 免 言午

1 機設械計 63 男 魚津 8万 機械3政3年計 車中

2 事務 56 男 魚津 12万 職農協管3理年 車中

3 事務 55 男 魚津 13万 管自理営人3105ヵ年月豊中

4 倉庫番 57 男 魚津 15万 倉庫11係年 聖l、普重機免宮午可証

5 塗自動装工車 60 男 魚津 12万 塗 革主 卒高小
30年

6 単労工 40 男 魚津 10万 プレス工 中卒 身障4級
10年

7 家教庭師 25 女 本江 12万 家庭教師 大卒 普免
2.5年

8 事務 27 女 松倉 8万 事務 大卒 教普職免 l珠級算24級級
1.5年

9 事務 28 女 施西布 8万
事 1 務年 高卒 珠簿算記33級級普免5千

10 事務 26 女 住吉 8万 レジー7係年 高卒 疎ン算字l極タイプ31lペ
2組樟記3世普免

11 事務 24 女 経団 8万 キーパンチ
高卒 E極t算構2配Ez和a文普タイ免プ3

ャ -6年

12 事務 31 女 本江 9万 事 12 務年 高卒 珠算3級普免

13 庖員 26 女 片貝 8万 紡績工
中卒 普免

10年

14 庖員 26 女 本江 7万 紡績検査 中卒 普免
5千 11年

15 
製造

34 女 吉島 8万
紡績

中卒
工程 3年

16 
製造 21 女 住吉 8万 機械組立 高卒 普免
工程 3.5年

第
叩
魚
水
丸
遭
難
者
の

捜
索
に
伏
木
海
上
保
安

部
長
か
ら
感
謝
状
贈
呈

昨
年
ロ
月
2
日
早
朝
に
起
き
た
海
難

事
故
の
遭
難
者
捜
索
に
、
連
日
に
わ
た

り
献
身
的
に
協
力
さ
れ
た
魚
津
ア
ク
ア

ダ
イ
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
(
会
員
印
名
、
代

表

・
中
実
)
に
、

1
月
ロ
日
、
魚
津

漁
協
ホ
1
ル
で
、
伏
木
海
上
保
安
部
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

表紙・筆で書く楽しみを

書道教室 岡田益子

書道教室の指導をひき受けて早いも

ので、まもなく2年になろうとしてい

ます。

学校教育と違い、 20代の若い万から

70代の万までの幅の広い年齢層にとま

どいを感じなガら一緒に勉強させても

らっています。

会員全員ガ文字は知っていらっしゃ

るガ、筆というものは初めて手にされ

るのだという観点に立って楽しく書く

ことを主眼にしまし定。その疋めに、

単純なものから複雑なものへと進めれ

ばと考え、歴史の古いものからその流

れを下りなガらさまざまな書体や書風

の勉強をすることにしまし定。オガ月

に2固で年間20回位ですので、オ年に

古典の臨書は2種類位とし、よくばら

ずに、ゆつくりと進めています。会員

の中には、ものだりない感じを抱いて

いらっしゃる方もあるとは思いますガ、

何よりも文字を楽しく書く定めにはそ

の基本的な筆の使い方の修練の積み重

ねを大切にして、その中で人間の深さ

を高めて行けだらと思います。会員の

皆さんの練習の熱l山さは大変なもので

す。今後の発展を疋のしみにしていま

す。

(3) 
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司
会

皆
さ
ん
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を

ど
う
も
。
今
日
は
、
魚
津
と
水
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
話
し
を
お
伺

い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

市
長

水
の
話
を
と
言
っ
た
ら
、
杉
野

会
頭
は
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
こ
ら

れ
た
よ
う
で
、
熱
心
な
も
の
で
す
。

池
田

僕
は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
国
鉄
信

越
線
に
乗
っ
て
い
て
水
を
飲
む
が

ど
う
も
う
ま
く
な
い
。
冷
た
い
と

ゴ
マ
化
さ
れ
、
な
ま
ぬ
る
い
と
何

ん
と
も
言
い
よ
う
が
な
い
で
す
ね
。

市
長

一
番
う
ま
く
な
い
の
は
蒸
溜
水

で
す
ね
。

杉
野

雨
水
も
駄
目
で
す
ね
。
鉱
物
質

の
含
有
量
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
が

:・:
特
に
、
日
本
人
は
舌
が
敏
感

で
す
ね
。
ド
イ
ツ
人
は
耳
、
フ
ラ

ン
ス
人
は
鼻
で
す
。
ド
イ
ツ
か
ら

は
大
音
楽
家
が
輩
出
し
、
フ
ラ
ン

ス
の
香
水
は
世
界
一
で
す
。
日
本

で
は
、
味
覚
が
世
界
一
で
す
よ
。

池
田

私
は
、
初
め
て
魚
津
へ
来
た
と

さ
け

き
、
片
員
川
に
鮭
が
の
ぼ
る
と
聞

き
ま
し
て
、
鮭
の
こ
と
を
調
べ
て

い
ま
す
。

よ
も
や

3

市
政
三
十
周
年
を
迎
え
た
新
春
に
あ
た
り
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
市
民
生
活
を
見
直
そ
う

と
言
う
こ
と
で
、
「
水
」
を
テ

l
マ
に
次
の
各
氏
に
自
由
に
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

杉
野

鴨
川
は
魚
津
の
真
中
を
流
れ
て

い
る
。
大
き
な
市
の
財
産
で
す
。

今
、
生
活
用
水
な
ど
で
汚
れ
て
い

ま
す
が
、
是
非
こ
こ
に
鮭
を
放
流

し
て
育
て
た
い
。
川
は
人
間
の
文

化
の
基
で
す
。
明
治
の
末
ま
で
鴨

昼
、
じ
よ
今

川
に
鮭
が
遡
上
し
て
い
た
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
昔
の
人
に
で
き
た

の
に
、
今
の
人
が
で
き
ぬ
は
ず
が

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
・
:
。

市
長

内
水
面
漁
協
で
は
、
卵
三
百
万

粒
を
育
て
、
大
き
く
な
っ
た
稚
魚

を
川
へ
放
流
し
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
最
近
、
魚
津
の
川
に
も
、
の
ぼ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

司
会

魚
津
は
掘
れ
ば
水
が
出
る
。
だ

か
ら
水
は
安
い
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
が
。

池
田

日
本
人
は
、
水
に
恵
ま
れ
て
い

る
か
ら
大
事
に
し
な
い
ん
で
す
よ
。

田
島

水
が
あ
る
か
ら
で
す
ね
。

田島一郎学長

杉
野

日
本
で
は
神
戸
の
水
が
う
ま
い
。

こ
れ
は
、
六
甲
山
の
花
筒
岩
が
融

け
込
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
魚
津

の
水
の
う
ま
い
の
は
こ
れ
と
同
じ

で
、
山
の
鉱
物
質
が
と
け
て
流
れ

て
い
る
の
と
、
海
と
の
距
離
が
短

い
か
ら
で
す
ね
。

池
田

私
は
、
よ
く
酒
を
飲
む
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
酒
よ
り
も
お
茶
が
好

き
だ
し
、
お
茶
よ
り
も
水
が
好
き

な
ん
で
す
。
書
斉
の
机
の
わ
き
に

必
ず
水
を
置
い
て
い
る
し
、
大
学

の
研
究
室
に
も
:・
:
:
・。

三
木
さ
ん
が
総
理
大
臣
の
時
、
対

談
で
、

「将
来
の
日
本
の
提
言
」
で
、

私
は
水
と
木
を
大
事
に
す
る
こ
と

だ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
三
木
さ
ん

意
外
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。

杉
野

水
が
な
け
れ
ば
木
も
育
た
な
い

よ

〈

ど

で
く
よ
。
そ
れ
に
沃
土
も
水
の
影

響
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。

池
田

魚
津
の
水
を
詰
め
て
駅
で
売
っ

た
ら
い
か
が
で
す
。「
魚
津
の
水
」

と
言
う
銘
柄
を
出
し
て
ね
。

飛
行
機
に
乗
る
と
飛
行
機
用
の
水

が
あ
り
ま
す
。

洗
足
学
園
短
期
大
学

学

長

田

島

略
洗
足
学
園
短
期
大
学

琳

主
任
教
授
池
田
弥
三
郎

新

魚

津
商
工
会
議
所

席

会

頭

杉

野

出

魚
津

市

長

清

河

司

会

魚
津
市
水
道
局
次
長
浜
田

良日
健
二

七
良

杉
野

魚
津
の
水
が
お
い
し
い
の
は
、

一つ
は
冷
め
た
い
か
ら
で
す
。
こ

れ
が
ま
た
う
ま
く
感
ず
る
。

池
田

魚
津
の
駅
前
に
、
魚
津
の
米
が

う

ま

い

と
書
い
て
あ
る
が
、
そ

の
わ
き
に
魚
津
の
水
が
う
ま
い

と
書
か
れ
た
ら
ど
う
で
す
。

授教nnuF 

A
良

川
=一

¥
弥田池
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田
島

湧
き
水
が
出
て
い
て
、
乗
り
降

り
の
人
が
、
う
ま
い
水
を
飲
め
る

の
は
い
い
こ
と
で
す
ね
。
蛇
口
を

ひ
ね
っ
て
出
る
水
よ
り
、
湧
き
水

の
情
緒
あ
ふ
れ
る
水
を
ね
。

杉
野

フ
ラ
ン
ス
で
水
を
売
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
が
ビ
ー
ル
と
値
段
が

同
じ
な
ん
で
す
。
水
は
タ
ダ
じ
ゃ

な
い
高
い
ん
で
す
。
こ
こ
は
豊
富

だ
か
ら
あ
ま
り
あ
り
が
た
み
を
感

じ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

田
島

「
パ
リ

l
の
空
気
」
と
言
う
の
を

売
っ
て
い
ま
す
よ
。

市
長

私
は
ソ
連
へ
行
っ
た
時
、
ミ
ネ

→← 
Jλ 

(4) 

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
、
サ
イ
ダ
ー

瓶
一
本
ぐ
ら
い
で
日
本
円
に
し
て

三
十
九
円
か
四
十
円
で
し
た
。
ガ

ソ
リ
ン
が
一
リ
ッ
ト
ル
当
り
十
何

円
で
、
水
よ
り
も
ガ
ソ
リ
ン
が
安

い
の
で
驚
き
ま
し
た
。

池
田

満
洲
の
水
の
悪
い
こ
と
、
ど
う

し
ょ
う
も
な
い
で
す
ね
。
ハ
ル
ピ

ン
の
水
道
は
松
花
江
な
ん
で
す
が
、

と
て
も
水
好
き
の
私
な
ど
は
飲
め

な
い
で
す
。

田
島

平
地
の
水
は
う
ま
く
な
い
。
水

が
う
ま
い
と
言
う
こ
と
は
、
平
地

が
少
な
い
こ
と
か
な
。

池
田

私
は
富
山
は
、
健
康
な
県
だ
と

言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
空
気
と

水
が
良
い
か
ら
だ
と
。

杉
野

全
国
平
均
と
魚
津
の
長
寿
の
割

合
を
比
較
し
て
み
た
ら
、
お
も
し

ろ
い
デ
ー
タ
ー
が
出
る
と
思
い
ま

す
。

池
田

そ
れ
で
、
も
し
全
国
平
均
よ
り

低
か
っ
た
ら
、
水
が
良
過
ぎ
て
、
酒

が
う
ま
く
、
酒
を
飲
み
過
ぎ
た
か

ら
だ
と
言
う
こ
と
か
な
。
(
爆
笑
)

市
長

今
日
も
、
明
年
度
、
水
道
料
金

を
値
上
げ
す
る
か
ど
う
か
の
問
題

で
、
い
ろ
い
ろ
論
議
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
十
円
か
十
五
円
程
度

な
ら
理
解
し
て
も
ら
え
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。

池
田

政
治
む
き
の
話
は
、
私
は
よ
く

判
ら
な
い
が
、
以
前
に
東
京
都
の

水
道
料
が
安
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
隣

の
市
の
水
道
料
は
す
ご
く
高
い
の

で
、
そ
の
市
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
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が
東
京
へ
持
っ
て
来
て
洗
う
。
我

々
東
京
の
者
が
都
民
税
を
払
っ
て

い
て
、
そ
れ
を
隣
の
市
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
屋
が
も
う
け
る
と
は
ど
う

い
う
訳
か
つ
て
ネ
。
そ
ん
な
パ
カ

な
こ
と
が
あ
る
か
つ
て
グ
(
笑
い
)

市
長

先
程
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

ま
さ
に
水
と
木
は
、
山
を
治
め
る

の
に
も
、
緑
を
保
存
す
る
に
も
大

切
で
す
。

ど

ど

い

つ

池
田

私
は
、
今
度
富
山
県
の
都
々
逸

を
作
り
ま
し
た
よ
。

「
長
い
き
し
た
け
り
ゃ
富
山
へ
お

い
で
、
う
ま
い
空
気
に
水
が
あ
る
」

っ
て
ね
。

市
長

先
生
が
知
事
に
話
を
さ
れ
た
途

端
に
立
派
な
カ
レ
ン
ダ
ー
が
出
来

あ
が
り
ま
し
た
。

池
田

な
か
な
か
よ
く
出
来
て
い
て
、

終
っ
て
下
を
切
れ
ば
版
画
集
に
も

な
り
ま
す
ね
。

田
島

ア
レ
は
欲
し
い
方
が
沢
山
い
る

の
じ
ゃ
な
い
か
ね
。
も
っ
と
刷
れ

ば
い
い
の
に
。

杉
野

魚
津
の
観
光
と
山
、
海
の
珍
味

を
紹
介
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
よ
う

な
も
の
を
作
る
べ
き
で
す
ね
。

市
長

そ
う
で
す
ね
。
な
か
な
か
感
心

し
ま
し
た
。
タ
テ
モ
ン
も
入
っ
て

い
た
。

池
田

タ
テ
モ
ン
祭
り
は
、

A
L皿
民
俗 杉野健二会頭

芸
能
の
調
査
対
象
に
決
定
し
ま
し

た
。
全
国
で
十
三
か
所
調
査
す
る

ん
で
す
。

市
長

先
生
が
「
日
本
の
祭
り
」
の
審

査
員
を
さ
れ
ま
し
た
。
あ
の
時
は

み
な
喜
び
ま
し
た
。
東
京
の
櫓
舞

台
に
出
し
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も

大
変
な
こ
と
で
す
。

池
田

市
長
さ
ん
、
市
制
三
十
周
年
で

水
に
関
心
を
も
た
せ
る
よ
う
な
、

た
と
え
ば
水
に
集
中
し
た
文
化

講
演
会
な
ど
は
ど
う
で
す
。
市
長

が
清
河
、
知
事
が
中
沖
で
河
と
海

で
と
も
に
水
に
関
連
が
あ
り
ま
す
。

(
笑
い
)

田
島

富
山
の
米
の
う
ま
い
の
は
、
豊

富
な
良
い
水
の
関
係
で
し
ょ
う
。

池
田

ダ
ム
が
出
来
て
か
ら
田
酌
に
引

く
水
が
よ
く
な
く
な
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
。
太
陽
光
線
を
吸
収
し
た

川
の
水
が
い
い
。
ダ
ム
に
貯
め
ら

れ
る
と
水
が
落
着
い
て
太
陽
光
線

の
吸
収
が
足
り
ず
、
よ
く
な
い
そ

う
で
す
。

市
長

や
っ
ぱ
り
、
太
陽
の
光
を
受
け

る
こ
と
は
い
い
こ
と
な
の
で
す
ね
。

池
田

こ
の
間
き
い
た
話
で
は
、
富
山

と
東
京
の
三
十
年
に
わ
た
る
調
査

記
録
だ
と
、
四

・
五

・
六

・
七

・

八

・
九

・
十
の
七
か
月
は
富
山
の

方
が
日
照
時
間
が
長
い
の
だ
そ
う

で
す
。
百
三
十
時
間
も
。

市
長

そ
れ
は
聞
き
は
じ
め
で
す
。

池
田

し
か
し
、
十
一

・
士
了
一

・
二

・

三
の
五
か
月
が
極
端
に
短
い
。
だ

か
ら
全
体
と
し
て
一
年
間
に
二
二

十
時
間
、
東
京
の
方
に
負
け
て
る

訳
け
で
す
。

司
会

杉
野
さ
ん
。
世
界
を
回
っ
て
お

ら
れ
て
ど
こ
の
国
が
一
番
住
み
や

す
い
と
か
、
い
い
と
か
。

杉
野

や
は
り
水
と
空
気
と
魚
の
う
ま

い
所
と
い
う
と
回
り
回
っ
て
日
本

の
魚
津
と
言
う
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
。

田
島

外
国
へ
行
く
と
噴
水
が
多
い
で

す
ね
。
決
し
て
い
い
水
で
は
な
い
の

に
、
何
と
か
の
泉
と
か
言
っ
て
。

ア
レ
ハ
、
ほ
ん
と
う
に
湧
き
出
て

い
る
の
か
な
。

杉
野

日
本
人
は
造
形
化
が
上
手
で
な

い
か
ら
自
然
の
ま
ま
の
滝
を
見
、

外
国
は
圧
力
を
か
け
た
噴
水
を
見

ま
す
。

池
田

日
本
は
、
水
平
の
水
で
す
。
「
鏡

の
如
き
水
の
面
」
と
言
う
で
し
ょ

う
。
水
の
面
を
銭
に
た
と
え
る
所

は
世
界
中
に
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
語

に
も
、
英
語
に
も
、
ロ
シ
ア
語
に

も
見
当
ら
な
い
で
す
。

市
長

私
は
魚
津
の
水
を
自
慢
の
一
つ

に
挙
げ
て
お
り
、
よ
そ
か
ら
来
ら

れ
て
魚
津
の
水
は
、
非
常
に
う
ま

い
と
ほ
め
て
く
だ
さ
る
。
ひ
と
つ

市
制
三
十
周
年
記
念
に
、
駅
前
通

り
に
自
然
の
湧
水
を
作
り
、
こ
れ

が
魚
津
自
慢
の
天
下
一
品
の
水
だ

清河市長

と
言
う
一
札
を
掲
げ
て
。

池
田

そ
れ
か
ら
、
水
の
祭
典
を
や
っ

て
欲
し
い
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
杉

野
さ
ん
、
今
、
何
か
目
標
は
。

杉
野

あ
り
ま
す
。
次
の
世
代
を
つ
く

る
こ
と
で
す
。

市
長

人
で
す
ね
。
ほ
ん
と
に
。

池
田

結
論
は
人
間
で
す
よ
。
そ
ん
な

意
味
で
も
記
念
に
大
学
奨
学
金
を

設
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

市
長

市
民
の
歌
も
大
学
で
作
曲
し

て
い
た
だ
い
て
、
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

杉
野

歌
詩
を
募
集
し
て
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
が
、
都
機
の
万
葉
の
歌
も

あ
る
こ
と
だ
し
、
そ
の
詩
情
が
入

っ
た
歌
が
欲
し
い
で
す
ね
。

池
田

私
が
選
定
委
員
に
な
っ
て
い
る

ら
し
い
で
す
。
市
歌
は
ま
た
別
だ

と
思
い
ま
す
が
、
「
た
ゆ
る
こ
と
な

く
、
あ
り
か
よ
い
み
む
」
の
家
持

の
歌
は
、
ま
た
来
て
見
ょ
う
、
是

非
ま
た
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
と
言
う

こ
と
で
す
か
ら
観
光
に
呼
び
か
け

る
歌
で
す
よ
。

田
島

さ
き
の
水
を
飲
む
所
に
一
札
だ

し
て
お
い
て
観
光
に
な
り
ま
す
ね
。

池
田

富
山
県
で
一
番
の
魅
力
は
、
野

で
す
。
山
と
海
と
の
間
の
野
で
す
。

置
県
百
年
の
記
念
に
、
こ
こ
に
大

国
際
会
議
場
を
作
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
。
知
事
に
提
言
し
ま
し
た
。

市
長

非
常
に
い
い
こ
と
を
言
っ
て
い

た
だ
い
た
。
富
山
市
の
前
ば
か
り

で
な
く
、
こ
ち
ら
に
大
き
な
県
営

の
施
設
を
是
非
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

池
田

全
世
界
的
規
模
の
学
会
が
や
れ

る
よ
う
な
、
理
想
的
な
大
国
際
会

議
場
を
作
れ
ば
い
い
。
年
間
世
界

規
模
の
学
会
が
十
年
前
の
調
査
で

二
万
も
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
な
の

に
日
本
に
全
然
来
て
な
い
の
は
施

設
が
な
い
か
ら
で
す
。
学
会
は
そ

の
家
族
も
来
ま
す
。

そ
れ
を
五
年
に
一
度
魚
津
に
来
て

も
ら
う
、
大
変
で
す
よ
。
こ
れ
は
。

田
島
そ
の
位
の
ス
ケ
ー
ル
を
持
た
な

き
ゃ
、
そ
の
時
は
新
川
市
に
な
り

ま
す
よ
。

杉
野

世
界
的
視
野
で
も
の
を
考
え
る

時
代
に
き
ま
し
た
。
現
在
、
国
際

会
議
場
が
魚
津
に
あ
っ
て
も
不
思

議
が
な
い
し
、
ま
た
欧
州
、
ア
メ

リ
カ
、
中
国
の
一
都
市
と
、
そ
れ

ぞ
れ
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
産
業

.
文
化
の
交
流
を
図
っ
て
い
く
こ

と
も
決
し
て
夢
で
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
長

ど
う
も
、
有
意
義
な
お
話
し
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
、
こ
れ
か
ら
も

大
い
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
紙
面
の
都
合
上
、
出
席
者
の
方

方
の
ご
意
見
を
一
部
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

(5) 
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市
県
民
一
貌
の
笠
ロ

所
得
税
の

市
亀
走
申
告
は
'
'
'

申宮崎4・W きました。

2ぉ
1⑤目的

。
市
民
税
・
所
得
税
確
定
申
告
の
時
期

は
2
月
刊
日
側
か
ら
3
月
日
日
明
ま

で
で
す
グ

今
年
も
市
再
税

・
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
市
民
税
の
申
告
書
は
2
月
中
旬
に

各
町
内
会
の
区
長
さ
ん
を
通
じ
配
付
し

ま
す
。
こ
の
申
告
は
幻
年
度
の
市
民
税

を
課
税
す
る
基
礎
資
料
に
な
る
も
の
で

す
か
ら
同
封
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

を
よ
く
お
読
み
に
な
っ
て
正
し
い
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
申
告
期
限

(
3
月
日

日
)
ま
で
に
市
税
務
課
へ
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
郵
送
で
も
受

付
け
て
い
ま
す
。
申
告
用
紙
が
届
い
て

い
な
か
っ
た
り
、
紛
失
ま
た
は
書
き
損

な
っ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
課

へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
会
社

・

事
業
所
等
、
勤
め
先
で
源
泉
徴
収
を
さ

れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
家
族
の
扶
養
者

に
な
っ
て
い
る
方
、
昨
年
(
日
年
中
)

税
務
署
へ
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
に
は

申
告
書
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

。
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

①

貯
年
1
月
1
日
現
在
魚
津
市
内
に

住
所
の
あ
る
方
(
住
民
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
)。

②
事
業
所
得
(
商
業

・
工
業
・農
業
・

漁
業

・
医
薬
業

・
不
動
産

・
譲
渡

・
配

当

・
利
子
等
の
所
得
)
の
あ
っ
た
方
。

③
給
与
所
得
の
ほ
か
に
他
の
所
得
(農

業
漁
業

・
配
当

・
不
動
産

・
譲
渡

・
利

子

・
日
雇
賃
令
等
)
の
あ
っ
た
方
。

④
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
日
年
の

中
途
で
退
職
等
の
た
め
、
所
得
税
の
年

末
調
整
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
方
。

⑤
給
与
所
得
の
み
の
方
で
雑
損
、
医

療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
又
は

給
与
支
払
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
扶
養

親
族
に
つ
い
て
の
扶
養
控
除
と
異
な
る

扶
養
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

⑥
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
が
な
か
っ
た
方
(
パ

l
ト
等
含
む
)

。
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

①
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
さ
れ
る
方
、
又
は
提
出
さ
れ
た
方

②

会

社

・
事
業
所
等
勤
務
先
で
源
泉

徴
収
を
さ
れ
て
い
る
方
。

③
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い

る
方
。

〈〉
所
得
税
の
申
告
と
還
付
申
告
に
つ
い
て

所
得
税
は
、
個
人
が
一
年
間
に
得
た

所
得
金
額
に
応
じ
て
か
か
る
税
金
で
す
。

O
次
の
よ
う
な
方
は
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
方
。
土
地
や
建
物
を
売
っ
た

方
な
ど
で
、
日
年
中
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
、
基
礎
控
除
、
・
配
偶
者
控
除

・

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
方
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
、
一
、

0
0
0万
円
を
超
え
る
方
や

二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

方
、
ま
た
、
給
与
以
外
の
所
得
が
二

O

万
円
を
超
え
る
方
。

。
次
の
よ
う
な
方
は
還
付
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控
除

・
医
療

費
控
除

・
住
宅
取
得
控
除
な
ど
が
受
け

ら
れ
る
方
。

②
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就

職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け

な
か
っ
た
方
。

③
原
稿
料
や
利
子

・
配
当
な
ど
の
収

入
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
全
体
の

所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
源
泉
徴

収
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
方

④
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休
業

や
廃
業
な
ど
の
た
め
所
得
が
前
年
よ
り

大
幅
に
減
っ
た
方
。

な
お
、
こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
2
月
日
日
以
前
で
も
魚
津
税
務

署
で
は
受
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
市

税
務
課
で
は
2
月
日
日
か
ら
申
告
書
記

入
の
指
導
を
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
還
付
申
告
書
用
紙
は
税
務
署
に

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
市
民
税
申
告
と
所
得
税
確
定
申
告
・

所
得
税
還
付
申
告
相
談
案
内

市
税
務
課
で
は
市
民
税
の
申
告
書
の

正
し
い
記
載
方
法
、
所
得
税
確
定
申
告

及
び
所
得
税
還
付
申
告
の
正
し
い
書
き

方
等
申
告
に
対
す
る
相
談
を
2
月
日
日

ωか
ら
3
月
日
日
開
ま
で
の
問
、
市
役

所
税
務
課
内
(
正
面
玄
関
入
口
一
階
右

側
)
で
税
務
相
談
所
を
設
け
、
税
の
こ

と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。(平
日
午
前
8
時
初
分
j
午
後
5

時
も
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。
日
曜

・
祝

祭
日
は
除
く
)。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着

い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
い
時

間
待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け

早
く
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

0

0
農
協
各
支
所
で
も
相
談
を
グ

日
程
を
定
め
て
次
の
表
の
よ
う
に
各

農
協
支
所
で
も
臨
時
申
告
相
談
所
を
聞

い
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
地
区
別
相
談
日
程
表

(
相
談
時
間
午
前
9
時
泊
分
l
午
後
4
時
ま
で
)

1 月351月3 0 
月3 

月8 3 月3 5 
月3 

月3 3 月ミ2 
月q 

2月2 6 2月2 5 
9 4 

日日 日 日 日 日 日 日
開日 幽日

日
(必 開 ω 附 付4 (必 (村

全 道

下野方地区

力日

上置島 下2区中溢也

全 経ー

I也
下 千賀

I也
回

I也 地 I也
区 区 区 区 区

務市役所後課内 市所税霊役肉 既製霊市肉 加被良凶支所 a u西富所支s 野方民館上ハム
Ez 協z 畠

高霊
農絵fm 協図言

(6) 

〈〉
ご
存
知
で
す
か
税
務
相
談
に
は
「
テ

レ
ホ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
グ

忙
し
い
方
や
遠
隔
地
の
方
々
の
た
め

に
、
電
話
に
よ
る
税
務
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
こ
れ
を
「
テ
レ
ホ
ン

・

サ
ー
ビ
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
電
話

相
談
は
オ
フ
ィ
ス
か
ら
で
も
自
宅
か
ら

で
も
電
話
一
本
で
気
軽
に
相
談
で
き
る

た
め
、
便
利
な
相
談
窓
口
と
し
て
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
無
料
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
住
所
や

名
前
も
言
わ
ず
に
匿
名
で
も
相
談
で
き

ま
す
。
相
談
し
た
た
め
に
税
金
が
高
く

な
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
い
う
心
配

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
魚
津
市
内
に
居

住
の
方
々
か
ら
の
テ
レ
ホ
ン

・
サ
ー
ビ

ス
の
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す

0

・
金
沢
国
税
局

(2
0
7
6
2
@
8
0

8
0
)
・
金
沢
国
税
局
富
山
分
室

(8

0
7
6
4
@
9
2
2
2
)
・
高
岡
分
室

(
宮

0
7
6
6
@
9
2
2
2
)

-
魚
津
税
務
署
(
宮
@
1
3
7
0
)

-
魚
津
市
税
務
課
(
宮
②
2
2
0
0
)
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若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
老
後
は
ま
だ

先
の
こ
と
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
老
後

の
生
活
設
計
は
今
か
ら
考
え
準
備
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

初
歳
に
な
っ
た
あ
な
た
に
、
国
民
年

金
の
加
入
は
、
老
後
の
安
心
あ
る
暮
し

に
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
農
業

・
漁
業

・
商
業

な
ど
の
自
営
業
の
方
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
方
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年
金
制

度
で
、
歳
を
と
っ
た
り
、
障
害
者
や
母

子
世
帯
な
ど
に
な
っ
た
ば
あ
い
に
年
金
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い

付
加
納
付
の
方
五
六
、
六
一

O
円

と
な
り
ま
す
。

1
年
間
分
を
前
納
さ
れ
た
方
は
、
前

記
の
全
額
と
は
違
い
ま
す
か
ら
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

初
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

前
年
に
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
と
き
に
、

社
会
保
険
料
と
し
て
前
年
の
所
得
か
ら

全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

納
め
ら
れ
た
あ
な
た
自
身
の
保
険
料

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
の
た
め
に

納
め
た
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の
全
額
が

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
課
税
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

何
年
1
年
間
の
保
険
料
は
、

定
額
だ
け
の
方
五
一
、
八
一

O
円

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
同

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

を
支
給
し
、
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
年
金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
は
、
会
社
員
な
ど
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
以
外
の
方
で
、
日
本
国
内
に
住
む

初
歳
か
ら

ω歳
未
満
の
方
で
す
。

ま
た
、
昼
間
部
の
大
学
生
や
サ
ラ
リ
ー

l
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
は
希
望
に
よ
り

加
入
で
き
ま
す
。
加
入
手
続
き
な
ど
く

わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
国
民
年
金
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
滞
納
し
た
ら

ど
う
な
る
か
・
・
・

== 

ま
せ
ん
と
、
も
し
交
通
事
故
な
ど
に
あ

い
、
障
害
者
と
な
っ
た
り
、
万
一

、
不

幸
に
し
て
死
亡
し
た
場
合
に
、
障
害
年

金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、保
険
料
は
、

納
期
限
か
ら
2
年
す
ぎ
ま
す
と
時
効
と

な
り
納
め
た
く
と
も
納
め
ら
れ
な
く
な

り
、
将
来
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期

限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

付
加
保
険
料
を
納
め

よ
り
高
い
年
金
を

国
民
年
金
の
保
険
料
は
一
カ
月
四
千

五
百
円
で
す
が
、
よ
り
高
い
年
金
を
お

望
み
の
方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
付
加
保
険
料
は
一
カ
月
四
百
円

で
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
加
入
で
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、
お
年
間
保
険
料
を
納

め
た
方
の
年
金
額
は
五
十
四
万
三
千
三

百
円
、
付
加
保
険
料
を
納
め
ま
す
と
こ

の
ほ
か
に
六
万
円
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
六

十
万
三
千
三
百
円
の
年
金
が
う
け
ら
れ

ま
す
。年

金
権
に
結
び
つ
か
な
い
と
き
は
・
.. 

問

私
は
、
か
つ
て
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
退
職
し
た
と

き
に
脱
退
手
当
金
を
受
け
と
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
家
が
自
営
業
を
や
っ
て
い
る

関
係
で
国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
社
会
保
険
事
務

所
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

ω歳
ま
で
加

入
し
て
も
、
通
算
老
齢
年
金
や
老
齢
年

56年度の国民年

金保険料第 3期

分 (10・11・12
月分)の納め忘

れはないか今一

度確かめてくだ

さい。

金
の
支
給
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
な

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
は

無
意
味
だ
と
思
う
の
で
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
な
お
、
私
は
昭
和
八
年
生

ま
れ
で
、

ω歳
の
と
き
に
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
た
。

答

あ
な
た
の
ば
あ
い
、

ω歳
の
と
き

に
国
民
年
金
に
加
入
し
た
の
で
す
か
ら
、

ω歳
ま
で
加
入
し
た
と
し
て
も
初
年
間

し
か
な
く
、
老
齢
年
金
の
受
給
要
件
で

あ
る
お
年
の
保
険
料
納
付
済
期
間
等
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
昭
和

八
年
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
受
給
資
格
期

間
が
短
縮
さ
れ
る
特
例
措
置
も
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
の
脱
退
手
当

金
を
、
つ
け
た
ば
あ
い
は
、
そ
の
期
間
は

被
保
険
者
期
間
で
な
か
っ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
た
め
、
通
算
老
齢
年
金
の
受

給
資
格
要
件
も
満
た
し
て
い
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
年
金
に

は
、
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金
の
ほ

か
に
、
障
害
と
な
っ
た
と
き
の
障
害
年

金
や
、
夫
の
死
亡
に
よ
る
母
子
年
金
、

被
保
険
者
の
死
亡
に
よ
る
遺
児
年
金
、

か
婦
年
金
等
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
の
ぱ
あ
い
に
も
、
万
一
不
去
十
に
も

障
害
、
死
亡
等
の
事
故
が
発
生
し
た
ば

あ
い
に
は
、
こ
れ
ら
の
年
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、

一
応
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
通

算
老
齢
年
金
の
受
給
要
件
は
満
た
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
何
歳
以
後
に
勤
め
ら
れ

被
用
者
年
金
制
度
の
期
間
が
生
じ
れ
ば
、

通
算
老
齢
年
金
の
受
給
権
が
発
生
す
る

こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
脱
退
す
る
か
ど
う
か

は
あ
な
た
の
自
由
で
す
が
、
脱
退
す
る

と
前
述
の
給
付
の
可
能
性
は
ま
っ
た
く

な
く
な
る
わ
け
で
す
の
で
、
十
分
慎
重

に
考
え
た
う
え
で
任
意
脱
退
の
申
請
を

す
る
か
ど
う
か
を
き
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。任

意
脱
退
と
は
・
・
・
・•• 

強
制
加
入
被
保
険
者
が

ω歳
ま
で
保

険
料
を
お
さ
め
た
と
し
て
も
、
老
齢
年

金
の
受
給
資
格
期
間
で
あ
る
お
年
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
ば
あ
い
や
、
通

算
対
象
期
間
を
合
算
し
て
も
、
通
算
対

象
期
間
の
支
給
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
な
い
ば
あ
い
が
生
じ
る
ご
と
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
方
に
つ
い
て
は
、

い
つ
で
も
市
役
所
に
申
請
し
、
県
知
事

の
承
認
を
、
つ
け
れ
ば
、
被
保
険
者
と
し

て
の
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

年金 ね
老後 ん l

なでえ;
し3 肩書呈 1 

く不 語;
ら 安
し (J) 

(7) 
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
老
人
の
健
康
保
持
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

老
人
の
九
割
が
な
ん
ら
か

の
健
康
障
害

統
計
に
よ
る
と
、
老
人
は

一
人
平
均

一一

・
六
種
の
病
気
や
障
害
を
持
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
内
容
は

①
目
の
疾
患
↓
印
パ
ー
セ
ン
ト

②
高
血
年
↓
お
・
6
パ
ー
セ
ン
ト

③
心
臓
病
↓
幻
・
2
パ
ー
セ
ン
ト

④
消
化
器
系
疾
患
↓
凶
・
8
パ
ー
セ

ン
ト

こ
の
よ
う
に
老
人
の
場
合
は
、
心
臓
・

血
管

・
肝
臓
な
ど
に
異
常
が
起
き
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

進
ん
で
老
人
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う

毎
年
行
わ
れ
る
老
人
健
診
を
受
け
、

精
密
検
査
を
指
示
さ
れ
た
ら
必
ず
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
こ
う
い
っ
た
機
会
を
逸

す
と
重
大
な
病
気
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
家
族
が
じ
よ
う
ず
に

誘
導
し
て
老
人
健
診
を
受
け
さ
せ
ま
し

ょ、っ。

長
生
き
を
す
る
た
め
の
老

人
生
活
術

〈
適
度
に
豊
か
な
食
事
を
と
る
〉

老
人
の
食
事
は
、
ご
は
ん
な
ど
の
糖

質
(
炭
水
化
物
)
の
摂
取
量
を
減
ら
し
、

2
月
の
健
康
メ
モ

自
然
の
草
木
や
果
物
な
ど
を
利
用

し
た
入
浴
は
健
康
法
と
し
て
も
、
ふ

ろ
好
き
の
日
本
人
は
盛
ん
に
用
い
て

い
ま
す
。
今
月
は
家
庭
で
の
薬
ふ
ろ

を
紹
介
し
ま
す
。

〈
〉
し
よ
う
ぶ
湯
:
:
:
漢
方
で
は
、
し

よ
う
ぶ
根
を
、
声
を
よ
く
す
る
煎
じ

薬
と
し
て
用
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
、

し
よ
う
ぶ
湯
は
冷
え
症
の
治
療
、
さ

ら
に
あ
せ
も
の
治
療
に
も
役
だ
っ
と

し
て
夏
に
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
さ
い
桃
の
葉
を
い
っ
し
ょ
に
入
れ

る
と
さ
ら
に
効
果
、
が
あ
る
そ
う
で
す
。

〈〉ゆず湯・・・・・・
ゆ
ず
を
そ
の
ま
ま
浴

槽
に
浮
か
せ
た
だ
け
で
も
、
ゆ
ず
の

皮
か
ら
に
じ
み
出
る
植
物
油
と
酸
と

が
、
皮
膚
の
血
液
循
環
を
誘
っ
て
、

肉

・
魚

・
卵
な
ど
や
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
は
若
い
方
と
同
程
度
に
と

る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

〈
精
神
的
な
活
動
も
活
発
に
〉

若
さ
を
保
つ
に
は
、
精
神
的
な
活
動

を
活
発
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
老

人
会
や
趣
味
の
会
に
は
積
極
的
に
参
加

し
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
で
脳
の

働
き
も
活
発
と
な
り
、
老
人
ボ
ケ
に
な

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
趣
味
を
持

つ
こ
と
で
、
精
神
的
緊
張
も
除
か
れ
、

ほ
が
ら
か
な
生
活
を
送
れ
ま
す
。

〈
か
ら
だ
を
動
か
す
〉

美
容
効
果
ば
か
り
で
な
く
、
精
神
的

に
も
く
つ
ろ
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

み
か
ん
の
皮
で
も
よ
い
わ
け
で
す

0

0
レ
モ
ン
湯
:
:
:
こ
れ
は
、
と
く
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
愛
好
さ
れ
る
薬
湯
で

す
。
皮
を
刻
ん
で
ネ
ル
の
袋
に
入
れ
、

よ
く
も
む
と
、
ゆ
ず
湯
以
上
の
効
果

が
あ
り
、
そ
の
酸
と
不
飽
和
脂
肪
酸

と
が
、
皮
膚
を
自
動
的
に
浄
化
す
る

と
同
時
に
、
な
め
ら
か
さ
を
与
え
、

健
康
に
プ
ラ
ス
し
ま
す
。

ま
た
、
レ
モ
ン
の
代
り
に
グ
レ
ー

プ
フ
ル
ー
ツ
の
皮
を
、
量
が
多
く
あ

る
の
で
、
そ
の
利
用
を
お
す
す
め
し

ま
す
。材

料
は
布
ぶ
く
ろ
に
入
れ
て
湯
に

け
ま
し
ょ
う
。

(8) 

ど
の
年
代
で
も
運
動
不
足
は
、
健
康
ト
レ
ス
発
散
が
で
き
ま
す
。

の
敵
で
す
が
、
老
人
も
例
外
で
は
あ
り
お
ふ
ろ
に
入
る
と
き
は
、
徐
々
に
体

ま
せ
ん
。
軽
い
体
操

・
散
歩

・
軽
作
業
を
温
め
る
よ
う
に
し
、
ド
プ
ン
と
入
ら

な
ど
年
齢
と
体
力
に
応
じ
た
運
動
を
し
な
い
。
そ
し
て
長
湯
や
湯
上
が
り
の
冷

て

く

だ

さ

い

。

水

か

ぶ

り

な

ど

は

や

め

た

い

も

の

で

す

。

特
に
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
は
、
集
団
で
楽
し
脳
卒
中
は
入
浴
時
に
た
い
へ
ん
起
こ
り

む
ス
ポ
ー
ツ
で
、
運
動
不
足
解
消
と
ス
や
す
い
も
の
で
す
。

&
v
-
晶
'
&
干
&
'
晶
'
晶
'
&
'
&
'
&
v
&
曹
畠
曹
畠
T
&
'
A
'
&
v
&
v
&
干
&
干
&
V
畠
'
&
'
&
'
&
'
&
'
&
亨
&
曹
畠
V
畠
曹
&
曹
&
V
&
'
&
曹

こ
の
運
動
は
各
家
庭
の
お
母
さ
ん
が

中
心
と
な
り
、
ま
ず
お
母
さ
ん
か
ら
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
家
庭
に
交
通
事
故

防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
実
行
す
る

こ
と
を
約
束
す
る
運
動
で
す
。

⑨
地
域
や
{
丞
尼
で
、
交
通
安
全
の
話
し

合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
家
族
の
通
勤

・
通
学
時
に
は
気
を
つ

け
て
ネ
と
笑
顔
で
愛
の
ひ
と
声
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

⑨
小
さ
な
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
お
と
し
よ
り
の
外
出
に
は
、
服
装
や

交
通
安
全
に
つ
い
て
十
分
気
を
配
り

ま
し
ょ
う
。

⑨
車
で
の
来
客

に
は
お
酒
を

飲
ま
せ
な
い

よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑨
お
酒
を
飲
ん

だ
ら
、
車
を

絶
対
に
運
転

さ
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
バ
イ
ク
に
乗
る
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

必
ず
か
ぶ
り
ア
ゴ
ヒ
モ
を
し
っ
か
り

し
め
ま
し
ょ
う
。

⑨
夜
間
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
あ
か

り
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑨
み
ん
な
で
暴
走
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

O
急
ブ
レ
ー
キ

・
急
ハ
ン
ド
ル

・
急
加

速
は
ぜ
っ
た
い
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

O
ス
ピ
ー
ド
を
落
し
、
徐
々
に

(
ダ
ブ

ル
)
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

O
つ
と
め
て
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
使

用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
凍
結
道
路
の
連
続
進
行
は
追
突
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
車
間
距
離
を

十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

O
見
通
し
の
悪
い
カ
l
プ
、
急
な
下
り

坂
の
カ
l
プ
地
点
、
急
な
坂
道
な
ど

日
陰
や
橋
の
上
は
十
分
に
減
速
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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み
虚
偽
砲
の

ま。菰

E
V

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・

体
操
教
室
生
徒
募
集
グ

2
月
6
日
、
日
日
、
初
日

幻
日
、

3
月
6
日
、
日
日

初
日
、
幻
日

毎
週
土
曜
日
、

8
回

午
後
2
時
か
ら
3
時
初
分

総
合
体
育
館

5
歳
児
i
小
学
校
6
年
生

ま
で
(
男
・
女
)

三
四

O
円
(
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
料
)

マ
申
込
み
方
法

2
月
6
日
出
ま
で
に

市
総
合
体
育
館
ま
で

宮
②
1
2
6
3

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ

対

象

マ
受
講
料

魚
津
市
民
ス
キ

l
ツ
ア

l

教
室
参
加
者
募
集
中
グ

マ
と

2
月
日
日
開

き

マ
と
こ
ろ

糸
魚
川
市
、
シ
ー
サ
イ
ド

バ
レ
ー
ス
キ
l
場

マ
日

手呈

時間 内 "廿‘-

7:15 
受 付
(魚津市役所前)

7:45 
8:00 魚津市役所前出発
9:30 スキー場到着
10:00 

実技
12:00 

昼食
13:00 

実技
15:00 
15:30 スキー場出発
17:00 市役所到着解散

-
一
般
基
礎
ス
キ
l

・
ポ
ー
ル
ス
キ
l
(
希
望
者
)

親
子

・
一
般
男
女

ω親
子
(
親
一
人
・子
供
一

人
)
四
、

0
0
0円

ω高
校
生
以
上

二
、
五

O
O円

ω中
学
生
以
下

二
、
0
0
0円

(
子
供
だ
け
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。
品
安
加
料
に
は
往

復
の
パ
ス
代
を
含
む
)

員
別
名
(
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
ま
す
。)

マ
申
込
み
方
法

2
月
9
日

ωま
で
に

マ
内

'*" 合

マ
対
象
者

マ
参
加
料

マ，..._ 
疋三

2月のスポーツニよみ

とき 行事名 とこ ろ

市技民会体育大会スキー競 大谷スキー場
7日(日)

第6田市民卓球大会 総合体 育 館

11日(祭)市民スキーツアー教室
シーサイドパ
レースキー場

市民スキー教室 大谷スキー場
14日(日)

婦人スポーツ大会 総合体 育 館

21日{日)大第6会市・民北バドミントン 総合体 育 館
野杯卓球大会

市
教
委
体
育
課
ま
た
は
総

合
体
育
館
へ
申
込
み
く
だ

さ
い体

育
課
宮
②
2
2
0
0

体

夏

合
②
1
2
6
3

|
ス
ポ
ー
ツ
用
語
ひ
と
ロ
メ
モ
|

「体
育
指
導
委
員
」

現
在
、
市
に
は
各
地
区
体
育
振
興
会

か
ら
推
薦
を
、
つ
け
た
印
名
の
委
員
が
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
非
常
勤
職
員
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
住
民
の
実
技
の

指
導
や
助
言
を
行
っ
た
り
、
普
及
振
興

事
業
の
企
画
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

ー

2
月
の
歩
こ
う
会
|

2
月
の
歩
こ
う
会
は
、

7
日
制
に
水

族
館
方
面
へ
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
を
9
時
に
出
発
、
徒

歩
で
水
族
館
方
面
へ
行
き
現
地
で
解
散

し
ま
す
。
昼
食
は
い
り
ま
せ
ん
。

参
加
者
は
、
8
時
印
分
ま
で
に
、
電

鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

ー

3
月
の
歩
こ
う
会
|

3
月
の
歩
こ
う
会
は
、

7
日
日
に
志

む
ら
の
湯
方
面
へ
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
を
9
時
に
出
発
、
上

開
木
|
石
垣
l
志
む
ら
の
湯
へ
と
歩
き

ま
す
。
志
む
ら
の
湯
で
畳
食
及
び
入
湯

し
、
解
散
し
ま
す
。

参
加
者
は
、

8
時
印
分
ま
で
に
、
電

鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

(
畳
食
持
参
)

富
山
県
立
魚
津
高
等
学
校
定
時
制
課

程
(
普
通
科
)
で
は
、

4
月
か
ら
入
学
す

る
生
徒
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま

すリ
年
齢

・
職
業

・
性
別
を
間
わ
ず
、
毎

日
午
後
5
時
初
分
ご
ろ
ま
で
に
登
校
で

き
'る
方
な
ら
ば
だ
れ
で
も
受
検
で
き
ま
す
。

ω出
願
期
間

2
月
辺
日
間
1
3
月
お

日
肘
正
午

ω検
査
期
日

3
月
幻
日
凶
午
前
9
時

か
ら

ω検
査
科
目
作
文

・
面
接

ω合
格
発
表
日

3
月
初
日

ω正
午

く
わ
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、

い
ず
れ
か
へ
お
問
い
合
わ
せ
で
く
だ
さ

2月17日附13時30分 -15時30分

村木公民館

富山職業訓練短期大学校

産業教育研究室長木村浩一

家庭教育シリーズ「家庭の教育的機能」

50名 (先着順無料)

富山職業訓練短期大学校

魚津市社会教育推進会議

婦人市民大学講座(第2回)

. とき

. ところ

・講師

マ

員

催

賛

テ

定

主

協

•••• 
又魚い
は津
出高
身等
叩学
学 校

校露
市!J
8 
② 。

専
攻
科
(
保
育
科
)
生
徒
募
集

富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校
で
は
次
の

よ
う
に
保
育
科
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
そ
の
目
的
は
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
一
般
女
子
、
勤
労
女
子
の
教
養
を

深
め
、
特
に
保
育
に
関
す
る
専
門
的
教

養
と
知
識
を
習
得
さ
せ
て
、
特
に
将
来

保
母
と
し
て
の
実
力
の
養
成
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

マ
修
業
年
限

マ
出
願
期
間

2
か
年

2
月
幻
日
開
1
3
月
お

日
附
正
午
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
、
富
山
市
赤
江
町

一
ノ
四
五
富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校
合

0
7
6
4
⑪
4
9
5
1
へ
ど
う
ぞ
。

(9) 

2月19日幽18時45分 -20時30分

本江公民館

富山職業訓練短期大学校

校長室田 悼

教育学シリーズ「教育の目的」

50名 (先着順無料)

富山職業訓練短期大学校

魚津市社会教育推進会議

市民大学講座(第2回)

. とき

・ ところ

.講師

.テーマ

・定員

・主催

・協賛
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も
め
た
ぷ
た

ι
司
法

国
書
簡

素
晴
ら
し
主

λ
生
本
と
の
出
会
い
・:
⑪

余
暇
に
読
書
を
/

家
に
こ
も
り
が
ち
な
季
節
で
す
。
余

暇
を
み
つ
け
て
、
読
書
で
心
豊
か
な
ひ

と
と
き
を
過
し
ま
せ
ん
か
。

数
多
く
の
本
を
そ
ろ
え
て
、
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

O
新
刊
の
ご
案
内

〈
一
般
書
〉

や
さ
し
い
フ
ェ
ル
ト
あ
そ
び

関
口
恭
子

ダ
メ
父
親
闘
塾
奪
戦
記

三
木
ひ
ろ
し

ど
ん
な
に
辛
く
て
も
会
社
は
辞
め
る
な

中

山

賢

介

母
親
と
父
親
の
た
め
の
非
行
学
入
門

兼

頭

吉

市

か
た
い
頭
・
や
わ
ら
か
い
頭石

井
重
三

年
金
の
手
引

近
代
セ
ー
ル
ス
社
編

と
り
あ
え
ず
、
絵
本
に
つ
い
て

五
味

太
郎

子
ど
も
服
の
早
裁
ち
早
縫
い金

川
ち
と
せ

税
金
で
困
ら
な
い
本

鵜

野

和

夫

海
軍
め
し
た
き
総
決
算

高

橋

孟

赤
ち
ゃ
ん
の
編
物

日
本
ヴ
ヲ
l
グ
社

ト
キ
ワ
荘
青
春
日
記

藤
子
不
二
雄

よ
そ
お
い
感
覚
却
%
ア
ッ
プ
の
知
恵

サ
ン
リ
オ
編

茶
の
湯
歳
時
記

塩
月
弥
栄
子

ボ
ケ
と
つ
き
合
う

早

川

一

光

あ
た
た
か
い
鍋
料
理

辻

勲

ふ
り
か
え
り
ふ
り
か
え
り
つ
つ
子
を

育
て

な
だ
い
な
だ

叩
才
若
く
な
る
秘
訣

松

繁

克

道

俺
た
ち
は
先
生
を
殴
っ
た

生
江
有
二

中
学
生
島
で
キ
ュ
メ
ン
ト

三
浦
三
生

〈文
学

・
小
説
〉

野
中
の
一
本
杉

市
川
房
枝
随
想
集

源
氏
紙
風
船

田
辺
聖
子

酔
い
ど
れ
紀
行

山

口

瞳

で
で
む
し
の
詩

松
田
昭
一

脳
味
噌
通
信

阿

万

田

高

日
本
S
F
ベ
ス
ト
集
成

筒
井
康
隆
編

出
船
の
笛

山

代

巴

な
め
く
じ
長
屋
捕
物
さ
わ
ぎ都

筑

道

夫

裏
口
は
聞
い
て
い
ま
す
か

赤
川
次
郎

幕
末

池
波
正
太
郎

悪
魔
が
裁
く

斉

藤

栄

昏
き
日
輪

西

村

寿

行

地
の
雫

棋

映

子

美
都
子

永

田

浩

幸

く
れ
な
ず
む
里
五
箇
山

菊

村

到

ど
ん
で
ん
返
し

笹

沢

左

保

詩
集
・
激
流
三
十
年

柴

垣

光

郎

新
刊
は
、
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
手
に
と
っ
て
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2
週
間

で
す
。-1月

の
リ
ク
エ
ス
ト
・
ベ
ス
ト

5.

ω
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

ω
人
間
万
事
萎
羽
が
丙
午

ω
峠
の
郡
像

ω
吉
里
吉
里
人

ω
幻
魔
大
戦

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

2
月
の
お
し
ら
せ

1
日
側
お
は
な
し
・
ク
イ
ズ

'ZA1せ
ん

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
よ
う
/

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
誰
か
な

何
日
伺
え
い
が
・
交
通
安
全
だ

よ
ド
ラ
え
も
ん

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
が

く
し
ゅ
う
し
つ
で
ひ
ら
き

ま
す
。

講
座
開
催
の
ご
案
内

会
川
柳
教
室

と

き

2
月
刊
日
附

課
題
「
根
気
」
「
雑
詠
」

講

師

木

村

喜

見

城

合
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座

と

き

2
月
日
日

ω

演

題

H

富
山
と
佐
々
成
政
。

講
師
遠
藤
和
子
(
作
家
)

い
ず
れ
も

と
こ
ろ

じ
か
ん

市
立
図
書
館

午
後
1
時
初
分
i

3
時
初
分
ま
で

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

こ
の
た
び
「
白
い
ポ
ス
ト
」

2
基
を

国
鉄
魚
津
駅
と
電
鉄
魚
津
駅
に
設
置
し

ま
し
た
。
青
少
年
に
有
害
と
思
わ
れ
る

俗
悪
雑
誌
は
放
置
せ
ず
に
「
白
い
ポ
ス

ト
」
へ
投
函
し
、
社
会
の
環
境
浄
化
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
今
後
も
経

〔青少年の健全育成はまず家庭から】

舗
の一部

こんな親は要注意グあなたはどうですか

……
 欲しがる物を

何でも与える綬

田
駅
や
西
魚
津
駅
な
ど
に
も
「
白
い
ポ

ス
ト
」
を
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

設
置

・
管
理

青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議

。。

<家庭における親のっとめ12章>

⑦働〈喜びを身をもって教えよう。

③他人に迷惑をかけない心を育てよう。

⑨責任感をもっ子に育てよう 。

⑬健全な異性観を育てよう 。

⑪いのちの大切さを教えよう。

⑫親子の対話を深めよう 。

一一青少年育成魚津市民会議一一

①きびしいしつけで健全な心を育てよう 。

②物を大切にする心を育てよう。

③心の豊かな子に育てよう。

④じようぶな子に育てよう。

⑤がまんする心を育てよう。

⑥友だちと仲よく遊べる子に育てよう。
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合
成
洗
剤
を
め
ぐ
り
、
滋
賀
県
の
「
琵

琶
湖
高
栄
養
化
防
止
条
例
」
や
消
費
団

体
の
石
け
ん
を
使
お
う
運
動
な
ど
、
世

論
で
は
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
に

お
い
て
も
、
洗
剤
に
つ
い
て
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
二
五
三
人
の
方
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
依
頼
し
、
そ
の
資
料
を

得
る
こ
と
が
出
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
回
収
状
況
は
:・
七
八
・
三
%
で
し
た
。

ω送
付

数

二

五

三

通

ω回
答

数

一

九

八

通

ー
洗
剤
の
使
用
実
態

ω
洗
濯
用
洗
剤

・
台
所
用
洗
剤
の
使

用
量
に
つ
い
て

こ
の
結
果
は
、
表
ー
ー、

図
ー
ー
の

と
お
り
で
す
。
洗
濯
す
る
と
き
に
八
割

の
方
が
計
量
カ
ッ
プ
を
利
用
し
て
洗
剤

を
使
っ
て
お
り
、
ま
た
、
か
な
り
の
方

が
標
準
量
も
し
く
は
、
そ
れ
に
近
い
量

洗剤の|か月の使用量

(%) 

区分 使用量 全体比

洗濯用 1か月に l箱
77.3 

洗剤 (平均2.6kg以内)

台所用
1か月にl本以内 79.2 

洗剤

表ー|

で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す。たあ回の剤
量

洗
用

用
使

濯
の

洗
り

図-1

ω
現
在
使
用
し
て
い
る
洗
剤
の
種
類

寸

AV------.
0

こ
の
結
果
は
、
図
|

2
の
と
お
り
で

す
が
、
無
リ
ン
合
成
洗
剤
使
用
者
が
五

四

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

粉
石
け
ん
の
常
時
使
用
者
は
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
将
来
は
粉
石

け
ん
を
使
い
た
い
と
い
う
方
が
三
三

・

二
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

現
在
有
リ
ン
合
成
洗
剤
を
使
っ
て
い
る

現在使用中の洗濯用洗
剤の種類(回答数 198)

粉
高け
5.0 
% 

図-2

方
で
も
八
割
以
上
の
方
が
、

「将
来
、
粉

石
け
ん
か
、
無
リ
ン
合
成
洗
剤
を
使
う

つ
も
り
で
す
U

と
、
答
え
て
い
ま
す
。

2
合
成
洗
剤
の
安
全
性
に
対

す
る
意
識

合
成
洗
剤
の
安
全
性
に
疑
問
を
持
っ

て
い
る
方
が
六
四

・
二
パ
ー
セ
ン
ト
あ

り
、
ま
た
、
合
成
洗
剤
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る
身
体
障
害
に
つ
い
て
種
々
の
議

論
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
が
八

五

・
一パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぼ
る
こ
と

か
ら
、
合
成
洗
剤
の
安
全
性
に
つ
い
て

か
な
り
の
関
心
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

3
合
成
洗
剤
に
よ
る
身
体
障

害
の
実
態

合
成
洗
剤
使
用
に
よ
り
過
去
五
年
間

に
な
ん
ら
か
の
障
害
の
あ
っ
た
方
は
、

全
体
の
約
三
割
も
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

手
に
障
害
の
あ
っ
た
と
答
え
た
方
が
九

割
以
上
に
及
び
ま
す
。
そ
の
症
状
は
、

図
|

3
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
粉
石
け
ん
使
用
者
に
は
、
過
去

五
年
間
に
障
害
が
あ
っ
た
と
答
え
た
方

が
皆
無
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
過
去
に

合成洗剤による障害図-3

合
成
洗
剤
に
よ
る
手
荒
れ
な
ど
の
障
害

を
経
験
し
、
粉
石
け
ん
に
切
り
替
え
て

か
ら
障
害
が
な
く
な
っ
た
と
答
え
た
方

も
い
ま
す
。

-
こ
れ
か
ら
の
市
が
検
討
し
て
い
る
対

策有
リ
ン
合
成
洗
剤
か
ら
無
リ
ン
合
成

洗
剤
へ
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
粉
石
け

ん
の
使
用
に
よ
る
環
境
の
浄
化
へ
と
進

雪
が
降
り
積
雪
が
あ
る
と
き
は
、
次

の
こ
と
に
つ
い
て
特
に
ご
協
力
く
だ
さ

@
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

φ

〈〉
ゴ
ミ
収
集
日
を
守
り
、
ゴ
ミ
の
集
積

場
所
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
を
前
日
に
出
さ
れ
る
と
雪
に

埋
も
れ
て
収
集
作
業
が
困
難
と
な
り
、

道
路
上
の
交
通
に
も
支
障
を
き
た
し

ま
す
。
ま
た
歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
不

快
感
も
与
え
、
付
近
の
方
々
に
も
非

常
に
逢
恐
を
か
け
る
こ
と
と
な
り
ま

す
か
ら
、
収
集
日
の
当
日
朝
8
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
〉
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
切
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〈〉
ゴ
ミ
の
か
さ
は
で
き
る
だ
け
小
さ
く

む
よ
う
に
、
根
強
く
転
換
普
及
を
進
め

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
合
成
洗
剤
に
つ
い
て
の
座
談

会
な
ど
へ
、
出
席
要
請
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
参
加
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
も
っ
と

く
わ
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ミ
・
し
尿
等
の

い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い

し
、
ゴ
ミ
袋
ま
た
は
容
器
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
〉
ゴ
ミ
を
容
器
に
入
れ
て
出
さ
れ
た
と

き
、
収
集
後
は
直
ち
に
容
器
を
お
引

取
り
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
美

し
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

-
し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て
.

積
雪
が
あ
り
ま
す
と
、
次
の
場
合

く
み
取
り
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
各
戸
で
除
雪
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

〈〉く
み
取
り
口
付
近
の
除
雪
を
し
て
な

い
と
き
。

〈〉く
み
取
り
車
の
車
幅
が
乗
用
車
よ
り

広
い
た
め
、
乗
用
車
が
通
れ
る
道
で

も
く
み
取
り
車
が
通
れ
な
い
と
き

0

0
由
り
角
が
狭
い
た
め
、
く
み
取
り
車

が
曲
り
き
れ
な
い
と
き
。

な
お
、
雪
に
よ
る
突
発
的
事
態
が

生
じ
収
集
作
業
が
通
常
遂
行
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

。1)
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;
;
成
人
病
予
防
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
;
;

い
ま
や
日
本
は
、
世
界
一
の
長
寿
国

と
な
り
、
そ
の
結
果
、
老
人
が
増
加
し
、

出
生
率
が
減
り
、
高
齢
化
社
会
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
高
齢
化
と
共
に
、
成
人
病
(
代

表
的
な
も
の
は
、
脳
卒
中
、
が
ん
、
心

臓
病
な
ど
)
が
増
え
て
い
ま
す
。

魚
津
市
で
も
、
長
年
、
脳
卒
中
が
死

亡
原
因
の
第
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
の

で
、
高
血
圧
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
又
、

高
血
圧
の
方
は
脳
卒
中
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
に
、
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
脳
卒
中
予
防
を
、
よ
り
効
果
的

に
す
す
め
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
脳
卒

中
予
防
に
対
す
る
考
え
と
、
実
践
を
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
う
か
が
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

①
調
査
時
期

②
調
査
対
象

昭
和
白
年
目
月
上
旬

市
内
中
学
一
年
生
の
い

る
家
庭
八
二
ハ
世
帯

七
八
五
(
回
収
率
%
%
)

③

回

収

数

⑧
こ
こ
で
は
、
中
学
生
を
中
t
心
に
し
て
、

父
母
、
祖
父
母
と
表
現
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
は
、
保
護
者
に
お

願
い
し
ま
し
た
。

家
族
構
成
を
み
る
と
、
核
家
族
と
複

合
家
族
の
世
帯
数
は
、
ほ
ぽ
同
数
で
す
。

父
母
、
祖
父
母
の
人
数
を
み
る
と
、
父

七
四
八
人
、
母
七
七
五
人
、
祖
父
二
ハ

八
人
、
祖
母
三
四
O
人
で
す
。

。
祖
父
母
、
父
母
の
高
血
圧

あ
る
い
は
脳
卒
中
者
数
を

み
る
と

祖
父
母
の
約

5
人
に

1
人、

父
母
の
約
初
人
に

1
人
が
、

高
血
圧
あ
る
い
は
脳
卒
中

者
と
な
っ
て
い
ま
す

成
人
病
は
、
慢
性
病
の
一
種
で
、
若

い
と
き
か
ら
き
ざ
し
始
め
、
中
年
す

ぎ
る
と
急
増
し
ま
す
。
若
い
と
き
か

ら
の
心
が
け
と
摂
生
で
そ
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

摂
生
の
中
で
も
特
に
。
塩
分
を
と
り

す
ぎ
な
い
食
生
活
。
が
大
切
で
す
。

わ
が
国
の
脳
草
中
死
亡
の
大
き
な
理

由
は
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

一
日
に
と
る
塩
分
量
を
一

人
叩
グ
ラ

ム
以
下
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
軽
症
の
高
血
圧
で
は
、
減
塩

だ
け
で
血
圧
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

ま
す
。

@
解
答
者
の
好
み
の
味

〈
父
・
母
別
〉

成
人
病
予
防
に
よ
淑
塩
々

が
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
が
、

約
叩
人
に

1
人
が
。
濃

い
味
つ
け
。
が
好
き
で

す

/

不
明うす塩;

68.6 

通

18.3 

21.2 

% 
69.6 

70.4 

普

全

体

母

父

@
家
庭
の
食
事
の
味
つ
け

好
み
の
味
の
次
に
、
実

際
に
家
庭
の
味
つ
け
は

ど
う
か
の
問
に
対
し
て

。
濃
い
。
と
答
え
た
世
帯

は
引
世
帯
(
U
%
)
で
す

家
庭
の
味
つ
け
の
程
度
は
、
親
か
ら

子
へ
、
伝
わ
り
ま
す
。
親
が
塩
を
ひ

か
え
る
こ
と
は
、
次
の
世
代
を
に
な

う
子
供
た
ち
の
脳
卒
中
予
防
に
役
立

つ
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
回
答
さ
れ
た
、
H

濃
い
8

4
日通。
J
っ
す
い
。
と
い
っ
た
味
覚

は
信
頼
性
の
高
い
も
の
で
し
ょ
う

.カ魚
津
市
で
は
、
各
校
下
ご
と
に
塩
分

測
定
器
で
、
み
そ
汁
等
の
塩
分
を
計

っ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
減
塩
食
の
調
理
実
習
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
う
す
塩
へ
の
食
生

活
改
善
の
た
め
、
今
後
、
ぜ
ひ
参
加

hv
楽
し
い
調
理
実
習

く
だ
さ
い
。

(12) 

。
。
で
き
あ
い
の
お
か
ず
。
利

用
状
況

塩
分
摂
取
量
が
、
多
く
な
り
が
ち
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
、
か
で
き
あ
い
の

お
か
ず
。
を
毎
日
食
べ
る
世
帯
は
、

侃
世
帯
、
(
M
%
)
で
す
。

@
子
供
た
ち
の
。
イ
ン
ス
タ

ン
ト
麺
。
利
用
状
況

塩
分
と
、
化
学
調
味
料
の
含
有
が
多

い
、
か
イ
ン
ス
タ
ン
ト
狩
を
子
供
が

毎
日
食
べ
る
世
帯
は
、
9
世
帯
、
は

%
あ
り
ま
す
。
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。
家
族
に
週

4
回
以
上
外
食

す
る
人
が
い
る
か
ど
う
か

塩
分
摂
取
量
が
、
多
く
な
り
が
ち
で
、

か
つ
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
が

ち
な
外
食
を、

週
4
回
以
上
す
る
方

が
、
九
人

(九
世
帯
、
日
%
)
で
す
。

@
家
族
に
週
4
回
以
上
弁
当

を
、
持
っ
て
い
く
方
が
い

る
か
ど
う
か

週
4
回
以
上
弁
当
を
持
っ
て
い
く
方

が
、
川
人

(別
世
帯
、
日
%
)
で
す
。

。
父
・
母
別
週

4
回
以
上
外

食
す
る
方
と
週

4
回
以
上

弁
当
を
持
っ
て
い
く
方
の

割
合

塩
の
と
り
す
ぎ
、
片
よ
っ
た
食
事
は
、

知
ら
な
い
う
ち
に
成
人
病
の
芽
を
育

て
て
い
き
ま
す
。

塩
分
を
と
り
す
ぎ
な
い
た
め
、
又
バ

ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と
る
た
め
手
作

り
の
弁
当
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
外
食

さ
れ
る
方
は
、
野
菜
と
動
物
性
た
ん

白
質
が
不
足
し
が
ち
で
す
の
で
、
牛

乳
を
の
ん
だ
り
、
く
だ
物
を
食
べ
た

り
し
て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
補
う

工
夫
が
大
切
で
す
。

。
砂
う
す
塩
の
食
事
。
が
成
人

病
予
防
に
、
大
切
だ
と
思

う
か
に
対
し
て
解
答
者
の

答
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

大
切
だ
と
思
わ
な
い
、
考
え
た
こ
と

が
な
い
方
は
、
川
人

(
U
%
)
で
す
。

成
人
病
は
、
若
い
と
き
か
ら
の
氷
年

の
生
活
様
式
(
特
に
食
生
活
)
が
影

響
し
て
、
慢
性
に
お
こ
っ
て
く
る
病

気
で
す
か
ら
、
病
気
に
か
か
っ
て
か

ら
、
急
に
食
事
に
注
意
し
て
も
、
後

の
ま
つ
り
で
す
。

若
い
う
ち
か
ら
正
し
い
食
生
活
、
正

し
い
健
康
生
活
の
習
慣
を
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

⑪
う
す
塩
の
食
事
が
成
人
病

予
防
の
た
め
に
大
切
だ
と

思
っ
て
い
る
方
は
、
実
際

に
、
う
す
塩
に
味
つ
け
が

変
わ
っ
た
か
ど
う
か

う
す
塩
が
成
人
病
予
防

に
大
切
で
あ
る
と
思
う

方
の
加
%
が
、
う
す
塩

に
な
る
よ
う
、
実
践
し

て
い
ま
す

⑪
成
人
病
予
防
の
た
め
に
実

行
し
て
い
る
こ
と
(
解
答

者
市
人
に
対
す
る
割
合
)

/~窃

2 2F 

血
圧
管
理
は
自
ら
の
手
で
ノ

成
人
病
は
生
活
様
式
と
密
接
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
予
防
、
管

理
の
た
め
に
定
期
検
診

・
正
し
い
栄

養
や
適
度
の
運
動

・
休
養

・
ス
ト
レ

ス
対
策
等
が
大
切
で
す
。

特
に

H

血
圧
管
理
は
、
自
ら
の
手
で
。

つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

@
魚
津
市
成
人
病
予
防
事
業

に
対
す
る
認
識
度
(
解
答

者
別
人
の
割
合
)

圧

診

ん

診

核

診

1

康

操

康

談

血
検

が
検

結
検

特
曹
穿
他
健
体
健
相

以
上
の
結
果
を
、
簡
単
に
ま
と
め
ま

す
と
、
成
人
病
予
防
に
減
塩
(
一
人
一

日
塩
分
量
叩
グ
ラ
ム
以
下
に
)
す
る
こ

と
は
、
特
に
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
解

答
者
の
約
叩
人
に
l
人
が

ρ
濃
い
。
味

を
好
む
と
答
え
て
い
ま
す
。

が
、
実
際
に
食
事
の
味
つ
け
が
、
H

濃

い
。
と
答
え
た
世
帯
は
、
“
%
で
す
。

又
、
解
答
者
の
約
お
%
の
方
が
、

J
っ
す

塩
の
食
事
が
成
人
病
予
防
に
、
大
切
だ

と
思
う
。
と
答
え
、
う
ち
別
%
が
か
う

す
塩
。
に
な
る
よ
う
実
践
し
て
い
ま
す
。

健
康
な
方
は
、
さ
ら
に
健
康
で
あ
る

よ
う
に
、
ま
た
、
多
少
高
血
圧
ぎ
み
の

方
は
、
自
主
的
な
健
康
管
理
を
行
い
、

健
や
か
に
生
き
る
よ
う
、
生
涯
計
画
の

一
環
と
し
て
成
人
病
予
防
に
心
が
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

(13) 
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保健だより
(2周〉

2
月
一。

ヴ
'
口
M
-
h
u

日
日
一
附

江
幡
医
院

M
日
一
同

扇
谷
医
院

1

1
一
時
一
河
内
内
科

2
E
一
年
一
病
院

8

1
一
首
一
魚
津
神
経
サ

2
f
一
任
一
ナ
ト
リ
ウ
ム

3
月

一
時
一
沢
口
内
科

7
日
一
任
一
医
院

問い合わせは ft22-2200
(内線 231)

ワ
同

一回

赤
祖
父
歯

科
医
院

谷
井
歯
科

医
院

広
瀬
歯
科

医
院

奥
村
歯
科

医
院

竹
島
歯
科

医
院

日
日
一
附

U
日
一
同

幻
自
一
冊

お
日
一
回

鴨
川
町

宮

@
0
0
3
1

新

宿宮

@
0
3
0
8

文
化
町

宮

@

0
1
0
3

吉
島
一
丁
目

宮

@
5
7
5
7

本
江
新
町

宮

@
5
3
3
8

※診療時聞は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

内 骨....... 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
3か月児健診 3か月児 2月24，日や1<)，13: 00-14: 00 

8か月児健診 8か月児
~ヨ j麟 J

9:00-10:00 

?イF3Z3月月刃，ま海絞3357国日嚇底E筋鰯b幽同1 

1歳 6か月児健診 55年 7月生れの幼児 13: 00 -14: 00 

54.1.16-1.31生れの幼児
魚津保健所

3歳 児健診 54.2.1-2. 15生れの幼児 13:00-14:00 

54.2.16-2.28生れの幼児

母 親 学 級 妊婦とその家族 ι三凋主盤悪質量国 9:30-16:00 
Aコース 畳食をご

持参ください。
歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 9:00-12:00 

心 の 健 康相談 一 般市民 13 : 30 -15 : 00 

胃 検 霊田会ク 一 般市民 9:00-10:00 検診料 1，000円
2日(刈

婦人〈子宮〉検診 一 般市民
1日開)

13:00-14:00 市民会館 検診料 900円
4日附

婦人〈乳房〉検診 一 般市民
1日(月)

13: 00-14: 00 検診料 950円
4日附

毎週月曜日 10: OO-ll: 30 道 下公 民館

毎週呆曜日 9:30-11:00 経団福祉会館

健 康体操 一 般市民
毎週柔曜日 10: OO-ll: 30 本江公民館 体操の出来る服装の

毎週火曜日 10: OO-ll: 30 村木公民館 用意を願います。

毎週水曜日 13:00-15:00 相木公民館

毎週木曜日 10: OO-ll: 30 大町公民館

(14) 

新
川
広
域
圏
事
務
組
合
で
は
、
新
川
地
区
警
雷
者
の
医
療
福
祉
の

向
上
を
は
か
る
た
め
、
黒
部
市
三
日
市
地
内
で
新
川
地
区
休
日
夜
間
急

患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
の
で
、
次
に
よ
り
診
療
を
開
始
し
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ

.
診
療
の
開
始

・
診

療

日

-
診

療

時

間

・
診

療

科

目

・
所

在

地

・
施

設

内

容

昭
和
町
年
3
月
幻
日
制

日
曜
日
・
祝
日

年
末
年
始
(
ロ
月
鈎
日

1
1
月
3
日
)

う

ら

盆

(
8
月
比
日

1
8月
日
日
)

午
後
7
時
l
午
後
日
時

内
科
・
小
児
科

・
外

科

黒
部
市
三
日
市
一
五
二
三
番
地
八
〈
黒
部
市
消
防
署
向
側
〉

診
療
室

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
室

・
病
室
・
薬
局
・
検
査
室
・

待
合
室

・
事
務
室
等

I_I2 

I~I 
新川旭区
休日夜間急患医療センター

至黒都市内

至黒部市内

案内図
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※
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
限
り
ま
す

0
.そ

の
他
の
援
護
に
つ
い
て

り
ま
す
。

A
V
医

療

に

関

す

る

こ

と

@

N

H

K

放

送

受

信

料

の

減

免

付

パ

ス

@
更
生
医
療
・
育
成
医
療
の
給
付

制

全

額

免

除

身

体

障

害

者

手

帳

を

提

示

す

れ

ば

身
体
障
害
者
手
帳
に
-
記
載
し
て
あ
る
身
体
障
害
者
、
及
び
重
度
精
神
薄
半
額
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
十
円

障
害
を
軽
く
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
方
弱
者
の
い
る
低
所
得
者
世
帯
未
満
の
端
数
は
切
り
上
げ
ま
す
。

は

、

そ

の

医

療

を

公

費

で

行

う

こ

と

が

同

半

額

免

除

同

航

空

機

で

き

ま

す

。

視

覚

障

害

者

、
聴
覚
障
害
者
、
重
満
ロ
歳
以
上
で
、
四
級
ま
で
の
視

児
歳
以
上
:・
更
生
医
療
(
市
役
所
社
度
の
肢
体
不
自
由
者
及
び
重
度
の
戦
覚

・
聴
覚

・
下
肢
障
害
者
及
び
三
級

会

福

祉

課

)

傷

病

者

が

世

帯

主

で

あ

る

場

合

ま

で

の

平

衡

・

音

声

・
言
語
機
能
障

児
歳
未
満
:・
育
成
医
療
(
保
健
所
)

@
運
賃
の
割
引
証
の
発
行

害
者
は
圏
内
の
定
期
航
空
路
線
の
運

※
世
帯
の
課
税
額
に
応
じ
、

一

部

白

川

国

鉄

賃

が

二

十

五

軒

割

引

に

な

り

ま

す

。

己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

・
一
種
の
場
合
、
本
人
及
び
付
添
人
一
種
の
方
は
付
添
人

一
名
に
つ
い

@
重
度
心
身
障
害
者
及
び
回
歳
以
上

の
運
賃

・
急
行
料
金
が
半
額
に
な
て
同
様
の
割
引
、
ま
た
、
二
種
の
方

の
障
害
者
の
医
療
費
助
成

り

ま

す

。

は

あ

ら

か

じ

め

手

帳

に

証

明

印

が

必

重
度
の
身
体
障
害
者
(
一

・
二
級
)

・
二
種
の
場
合
、
片
道
百
肢
を
超
え
要
で
す
。

及
び
、
精
神
薄
弱
者
で
療
育
手
帳
A
所

る

区

間

を

旅

行

す

る

と

き

、

運

賃

同

有

料

道

路

持

者

の

医

療

費

の

一

部

負

担

金

を

公

費

が

半

額

に

な

り

ま

す

。

下

肢

・
体
幹
障
害
者
が
運
転
す
る

で

支

払

い

ま

す

。

※

内

部

障

害

者

に

は

割

引

は

あ

り

ま

と

き

通

行

料

金

が

半

額

に

な

り

ま

す

。

ま
た
、
そ

の

他

の

障

害

者

で

臼

歳

以

せ

ん

。

以

上

、

く

わ

し

い

こ

と

は

市

役

所

社

上
の
方
に
つ
い
て
も
、

一

部

負

担

金

を

同

電

車

会

福

祉

課

(

宮
②
2
2
0
0
内
線

m
)

公
費
で
支
払
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
の
運
賃
が
半
額
に
な
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

白
V
V也

v
，bq
b
E
g
b
b
q砂
b
q
b弘
苛
砂

b
q
h
E
q
b
b
q
L
E
q

，ιJ
p
b
J
Z札
J
Z白
q
R
J
Z
E
M
Z
a
q
b
ι
d
z
E
q
b
ι
g
b
ι
J予
ι
J
Z
ι
J
Z色
q
b
b
d
z
t
s
z
ι
N
Z白
q
b
b
q
b
b
q
b
b
q
h
E
q
h
E
J
F
b
q
h
E
q
h
E
q
b
ι
J
Z
K
S
Z色
q
b
b
g砂
b
q砂
白

q
b
a
q
b
ι
J
z
b
q
b
E
q砂
b
q

，uq
h
E
qル
弘

J
Z
A
3
Z
&
q
b弘
q
h
E
q

，ιJ
Z
ι
J
Z

。q砂
b
q砂
む

q
b
E
J
F
b
q
b
h
J
Z弘
qh，.白
q

，b苛
砂

ι
J
F仇
J
Z
ι
q
b
&
q
L
E
q
Eず
'
b
q砂
b
q
b
b
q
h
E
J
F

と
こ
ろ

は

ω
年
中
の
火
災
、
救
急

一
一
九
の
三
ル

l
ル
を
守
ろ
う
グ

場
所
は
く
わ
し
く
、
目
標
を
は
っ
き
り
や
ま
を
し
な
い
。
(
少
し
の
じ
ゃ
ま
が
と
に
な
る
。)

統

計

が

ま

と

ま

り

ま

し

た

火

災

・
救
急
は
二
一
九
」
で
、
①

と

、
②
状
況
は
正
し
く
知
ら
す
、
③
じ
被
害
を
大
き
く
し
た
り
、
命
を
失
う
こ

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

火
災
は
前
年
に
比
べ
、

件
数
、
面
積
、
損
害
が
増

え
ま
し
た
。
な
お
放
火
が

全
体
の
二
六
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
る
の
が
残
念

で
す
。救

急
は
件
数
の
増
加
と

と
も
に
、
急
病
、
交
通
事

故
、

一
般
負
傷
の
増
加
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

ω身
障
害
者
へ
の

@
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
の
交
付

か
ら
だ
の
不
自
由
さ
を
補
い
、
ま
た
、

日
常
生
活
を
円
滑
に
行
う
た
め
次
の
も

の
を
(
一
例
)
、
無
料
で
、
交
付

・
修
理

し
て
い
ま
す
。

視

覚

障

害

盲
人
安
全
杖
・義
眼
・

点
字
器

・
盲
人
用
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

補
聴
器

・
聴
覚
障
害

者
用
目
覚
し
時
計

義
手

・
義
足

・
松
葉

杖
・車
い
す
・浴
そ
う
・

便
器

・
訓
練
用
ベ
ッ

ド

・
電
動
車
い
す

聴
覚
障
害

肢
体
不
自
由

援
護
の
し
く
み

@
住
宅
改
善
費
の
助
成

版
体
不
自
由
(
一

・
二
級
)
の
方
が

生
活
し
や
す
い
よ
う
に
、
住
宅
の
改
善

を
さ
れ
る
場
A
R
三
十
六
万
円
ま
で
助

成
し
ま
す
。

※
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
限
り
ま
す
。

@
自
動
車
操
作
訓
練
費
の
助
成

身
体
障
害
者
の
活
動
範
囲
を
広
げ
る

た
め
、
所
得
税
の
課
税
状
況
に
応
じ
て
、

自
動
車
操
作
訓
練
費
の
助
成
を
し
ま
す
。

@
自
動
車
改
造
費
の
助
成

重
度
の
体
幹
又
は
下
肢
の
障
葦
京
、

自
動
車
を
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
改
造

す
る
場
合
、
十
万
円
を
限
度
に
助
成
し

ま
す
。

火災発生概要

E京一~竺 56 年 55 年 増減

建 物 13 11 +2 
火

林 野

災 船 脅自

f牛 車 納 4 +4 

数
その他 2 +2 

iロh、 計 19 11 +8 

領害 額 ( 岳) 47，199 18，451 +28，748 

焼Ul 
全 焼 7 7 

半焼 6 2 +4 
煉数

部 分焼 10 10 

権災世俗数 17 8 +9 

権災 人 員 56 34 + 22 

人被死 者 -1 

的害 1~ 者 4 4 

火災l件当り綱審領(;;;) 2，484 1，677 + 807 

2.救急出 動概要

戸ミ号
56 年 55 年

出件数件搬入 出件数件搬入
動数急、数送員 iffJJ数急数送員

火 災 2 2 2 3 3 3 

自然災害

水 難 5 4 4 11 7 7 

交 通 157 143 184 156 140 174 

労 働災 害 38 35 35 23 19 19 

運 動競 技 13 13 13 
司-，

7 8 '_ 7 

一 般負 傷 110 104 104 108 102 102 

力日 月口7 7 7 7 9 9 11 

自 m 7 5 5 10 7 7 

急、 病 338 317 318 344 317 317 

そ 転院搬送 63 60 60 47 47 47 

の 医師織送 7 7 12 12 

他 その他 17 7 6 16 5 4 

1ロk 3十 764 704 738 746 675 699 

不搬 送 60 71 

。。
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⑧
⑥
⑤
⑨
 

-
市
職
員
(
業
務
員
)
を
募
集

市
で
は
、
次
の
業
務
員
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
希
望
者
は
2
月
ロ
日
ま
で
に

履
歴
書
(
市
販
の
も
の
で
、
本
人
の
履
歴

と
家
族
の
状
況
を
記
載
で
き
る
様
式
)

に
写
真
を
は
っ
て
、
市
役
所
総
務
課
へ

持
参
の
う
え
申
込
み
く
だ
さ
い
。

。
学
校

用

務

員

男

子

約

3
名

。
応
募
資
格
昭
和
町
年
4
月
1
日
現

在
で
初
歳
以
下
の
人
。

学
歴
は
、
高
等
学
校
卒
業
以
下
の
人

で
昭
和
白
年
4
月
1
日
以
降
引
続
い

て
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
に
限
り

ま
す
。
応
募
の
際
は
、
業
務
員
の
仕

事
の
内
容
等
を
承
知
の
う
え
で
申
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
総
務

課
職
員
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(内
線
2
5
9
)

-
保
育
園
児
の
入
国
申
込
み

本
年
4
月
か
ら
の
左
記
保
育
園
の
入

園
希
望
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
課
へ

申
込
み
く
だ
さ
い
。

-

入
所
基
準

日
年
日
月
号
記
載
の
と
お
り

2

保
育
園

魚
津
愛
育
園
、
青
島
保
育
園
、
道
下

保
育
園
、
魚
津
第
二
保
育
園
、
川
原

保
育
園

3

申
込
み
期
日

2
月
日
日
開
ま
で

-
二
月
七
日

北
方
領
土
の
日

北
方
領
土
を
一
日
も
早
く
返
還

さ
れ
る
よ
う
市
民
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

標
語「ね

ば
り
抜
く
熱
意
で
戻
せ
北

方
領
土
」

-
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

日
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
を
若
干
名
募
集

し
ま
す
。

任
務
は
、
①
物
価
調
査
、
②
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
、
③
各
種
講
習
会
で
の
研

修
、
④
消
費
生
活
に
関
す
る
意
見
や
要

望
、
苦
情
の
申
入
れ
、
⑤
み
ん
な
の
生

活
展
へ
の
協
力
な
ど
で
、
初
歳
以
上
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

申
込
み
は
、
市
役
所
総
務
課
行
政
係

(内
線
2
5
8
)
ま
で
で
す
。

締
切
り
は
3
月
初
日
出
、
モ
ニ

タ
ー

に
は
薄
謝
を
差
上
げ
ま
す
。

-
母
子
・
父
子
家
庭
中
卒
者
の
激
励
会

今
春
3
月
中
学
校
を
卒
業
す
る
母
子

.
父
子
世
帯
の
生
徒
を
招
い
て
激
励
会

を
行
な
い
ま
す
。
当
日
は
母
子
福
祉
会

か
ら
記
念
品
を
、
又
、
市
か
ら
卒
業
祝

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
の
方
は
、

当
日
会
場
へ
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

。
と
き

2
月
6
日
出
午
後
2
時
か
ら

。
と
こ
ろ
市
役
所
三
階
大
会
議
室

-
「
耳
の
日
」
無
料
相
談
会

ム

ム

毎
年

3
月
3
日
は
「
耳
の
日
」
で

す
が
、
こ
れ
を
記
念
し
て
次
の
要
領
で

無
料
相
談
会
を
聞
き
ま
す
。

最
近
、
も
の
が
良
く
聞
こ
え
な
く
な

っ
た
、
耳
の
調
子
が
変
だ
、
あ
る
い
は

す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
、
つ
け
て
い

る
が
、
程
度
が
重
く
な
っ
た
、
な
ど
と

感
じ
の
方
は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
、
補
聴
器
の
交
付
、

修
理
や
難
聴
者
用
電
話
の
陳
列
な
ど
も

行
い
ま
す
。

。
主

催

日

本

耳
鼻
咽
喉
科
学
会
富
山

県
支
部

。
と
き

3
月
6
日
出
午
前
叩
時
1

正
午
ま
で
受
付

。
と
こ
ろ
市
民
会
館
二
階

。
担

当

医

加

納

隆

先

生

圃魚津市社会福祉基金への寄付

魚津実業学校同窓会

会長猟古

井原ライオンズクラブ

会長藤井

公益社団博心会

理事長

三共教育映画社

代表北野輝樹

魚津市美術文化協議会絵画部

代表中村古秋

北海道深川市 中村 博

ご寄付ありがとう
ございました。

10，100円

社会福祉基金など次のご寄付がありました。

久松

-
農
地
の
貸
借
の
申
込
み

農
用
地
利
用
増
進
事
業
に
よ
っ
て
、

農
地
の
貸
し
借
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

2
月
初
日
ま
で
市
役
所
農
政
課
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

。
農
用
地
利
用
増
進
事
業
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

ω
農
地
法
の
諸
規
則
(
貸
し
借
り
の

許
可
や
解
約

・
非
更
新
の
許
可

・
小
作

地
所
有
制
限
等
)
に
と
ら
わ
れ
な
い
で

安
心
し
て
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

ω
借
受
期
間
が
終
了
す
れ
ば
、
自
動

的
に
返
還
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
作
料

は
農
業
委
員
会
で
設
定
し
て
い
る
標
準

小
作
料
に
即
し
た
弾
力
的
な
決
め
方
が

で
き
ま
す
。

ω
貸
し
手
に
対
し
、
叩
ア
ー
ル
当
り

契
約
期
間
が

3
年
か
ら
5
年
で
一
万
円
、

6
年
以
上
で
二
万
円
の
奨
励
金
が
支
払

100，000円

86，200円

10，000円

50，000円

10，000円

巽

博奥野

70，000円

。。

圃経団福祉センターへの寄付

経 田 中 町 高瀬弘行

わ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
農
政
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
内
線
2
8
3
番
)

-
準
用
河
川
の
指
定
の
変
更

経
団
地
区
を
流
れ
て
い
る
準
用
河
川

こ
う
な
ぎ
川
の
指
定
の
変
更
を
し
ま
す
。

。
変
更
前
へ
(
延
長
一
二

O
O
m
)

上
流
端
浜
経
由
字
鍛
治
屋
田

一
ー
一
番
地
先

下
流
端
経
団
漁
港
ま
で

。
変
更
後
(
延
長
七
六
四

m)

上
流
端
浜
経
団
字
鍛
治
屋
田

一
l

一
番
地
先

下
流
端
経
田
中
町
字
霜
月
田

五
一
二
l

一
番
地
先

変
更
後
の
下
流
端
か
ら
経
団
漁
港
ま

で
は
都
市
下
水
路
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

ヘ
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-
内
職
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

技
術
講
習
会

マ
と

マ
と
こ
ろ き

2
月
日
日
か
ら
3
月
四
日

(
叩
日
間
)

午
前
9
時
i
午
後
3
時

魚
津
公
民
館

~}孝命@⑤然魚族紹介側
らだま

マ
募
集
人
員

初

名

マ
講
習
内
容
基
礎
刺
し
、
図
案
・実
習

マ
受
講
料
無
料
、
た
だ
し
材
料
費
本

人
負
担

筆
記
用
具
、
刺
し
ゅ
う
糸
、

刺
し
ゅ
う
針
、練
習
用
布
、

は
さ
み
、
昼
食

魚
津
市
相
談
室

談
コ
ー
ナ
ー

2
月
ロ
日
幽

マ
樽
挫
常
口
問

マ
申
込
先

就
業
相

マ
締
切
り

-
第
6
回
冬
に
鍛
え
る

魚
津
市
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

2
月
比
日
制

午
前
9
時
初
分
j午

後
3
時

マ
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館

マ
主
催
市
連
合
婦
人
会

マ
共
催
市
教
育
委
員
会

H

み
な
さ
ん
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

マ
と

き

寒流系の深海魚で富山湾では10ト 400mの海底

にすみ、おもに刺網で漁獲される。鱈腹 (だらふ

く〉という言葉どうりに、とても食いしんぼうで、

大きな口で、魚員 ・か|こ ・だこやヒトデまで手当

りしだいに食べてしまう。 5年で親になり、産卵

期のオ -----2月には100-----500万個の卵を産み、 10年
近く生きるという。

冬においしく、精巣(白子〉を入れだチリ鍋や

刺島に卵をつけだコッケは特に美昧である。

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

有料映写会 {佳

「典子は今」
物

名

2午午8前後日{日1}20時時・12時
と

き

大計学前生人売売 回0円
入

場
--1.000 円円 料一一500

「典子は今」 主

富山県上映 催

協力委員会 者

-
明
る
い
く
ら
し
の
設
計
「
簡
易

保
険
新
加
入
運
動
」
実
施
中

簡
易
保
険
が
、
国
民
の
み
な
さ
ん
に

親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
な
が
ら
着
実
に

発
展
し
、
積
み
た
て
ら
れ
た
資
金
は
、

市
町
村
等
を
通
じ
て
、
学
校

・
住
宅

・

道
路
の
建
設
な
ど
「
豊
か
で
住
み
よ
い

社
会
」
を
つ
く
る
た
め
役
立
っ
て
い
ま

す。
郵
便
局
で
は
、
入
学

・
入
園

・卒
業
・

就
職
な
ど
年
間
を
通
じ
て
生
活
設
計
に

も
っ
と
も
関
心
を
寄
せ
ら
れ
る
時
期
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
新
加
入
運
動
」
を

生
存
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

-
愛
犬
家
の
方
に
ご
協
力
を

今
年
は

H

成
年
'
で
す
が
、
郵
便
局

で
は
、
配
達
途
中
の
職
員
が
、
昨
年
一

年
間
で
、
十
五
件
の
犬
害
(
か
ま
れ
た

り
、
と
び
っ
か
れ
る
)
に
遭
遇
し
て
い

ま
す
。
入
口
か
ら
郵
便
見
詰
ま
で
の
被

害
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

被
害
防
止
の
た
め
、
職
員
が
安
心
し

て
配
達
で
き
る
よ
う
、
犬
を
受
箱
等
か

ら
離
し
、
必
ず
つ
な
ぎ
と
め
て
く
だ
さ

る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

な
お
、
状
況
に
よ
り
、
配
達
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
配
達
を
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
魚
津
郵
便
局

-
移
転
工
事
は
お
早
目
に
グ

転
居

・
改
築
な
ど
で
電
話
機
を
移
動

な
さ
る
と
き
は
、
早
目
に
お
申
出
く
だ

さ
い
。

遅
く
と
も
一
週
間
j

m
日
ぐ
ら
い
前

に
お
申
出
に
な
ら
な
い
と
ご
希
望
の
日

に
応
じ
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
家
屋
の
増
改
築
や
、
長
期
間

留
守
に
な
る
た
め
、
電
話
機
を
一
時
取

り
は
ず
し
た
い
と
き
は
、
電
話
局
で
お

預
り
し
ま
す
。

魚
津
電
報
電
話
局

宮
②

1
0
0
0

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

今
月
の

L
P
G保
安
点
検
は
経
団
地

区
、
及
び
道
下
地
区
(
北
鬼
江

・
岡
仏

国

・
仏
又

・
北
中
)
で
実
施
し
ま
す
。

点
検
に
は
、
県
L
P
G協
会
魚
津
支
部

保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま

す
。

告
@
5
3
4
0

『
晩
冬
の
朝
、
か
じ
か
む
手
で
ガ
ス
栓

を
ひ
ね
る
。
お
茶
を
沸
か
す
。
弁
当
を

作
る
。
皆
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
、
朝
日
の
中

に
出
掛
け
て
ゆ
く
。
私
も
も
う
:
:
:』。

・:
元
栓
の
確
認
、
今
一
度
:
・

匿名 100，000円

河合裕七 郎 新 金屋一丁目 30，000円

ときわ 会 10，054円

川崎庄次郎 友道幸町 7，000円

野波克子火の宮町 30，000円

岡 島 正雄上口二丁 目 20，000円

魚津神職会 10，000円

富 山労災病院看護婦会 36，350円

田中 信経 田 中 町 50，000円

住吉青年団 20，592円

魚津ライオンズクラブ 54，174円

杉本よしゑ 3，419円

魚津海洋少年団 161，619円

魚津郭声会 70，768円

魚津市明るい社会つ・く り推進協議会

代表 ・稗苗昌良 89，746円

伊田せき東山 10，000円

浜元 孝新角川一丁 目 30，000円

普明会教団高岡支部 代表 ・新倉良雄

射水郡小杉町 50，000円

北陸電力側魚津営業所新金屋・並木町 1 
}婦人会

北陸電力側魚津電力所本江新町・東栄町l
76，980円

3，000円

3，000円

81，000円

151，315円

50，000円

876円

本江校下児童クラブ連合会

三井 さあ島尻

魚津西ロータリークラブ

魚津水産株式会社 ・魚津漁業協同組合

久和政太郎新角川二丁目

大島伝四郎釈迦堂

※受付けの順番で掲載していますが、紙
面の都合で一部次の号以降になります。

(17) 
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特
殊
生
態
水
槽
コ
ー
ナ
ー

群
、
そ
れ
を
住
み
か
に
共
生
し
て
い
る

ク
マ
ノ
ミ
。
そ
の
上
を
ミ
ス
ジ
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ダ
イ
が
群
れ
て
い
る
。

南
海
の
花
園
の
よ
う
に
触
手
を
開
い
た

サ
ン
ゴ
の
聞
や
ま
わ
り
で
は
小
魚
の
ソ

ラ
ス
ズ
メ
ダ
イ
が
群
れ
て
、
コ
バ
ル
ト

の
海
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
海

に
い
な
い
イ
セ
エ
ビ
が
住
み
か
の
岩
間

か
ら
威
厳
の
あ
る
姿
で
長
い
ひ
げ
を
動

か
し
て
い
る
か
と
思
う
と
、
猛
毒
の
持

主
の
ウ
ミ
ヘ
ビ
が
平
た
く
な
っ
た
尾
を

く
ね
ら
せ
て
泳
い
で
い
る
。
円
柱
水
槽

で
は
ヤ
リ
イ
カ
、
コ
ウ
イ
力
、
ア
オ
リ

イ
カ
等
が
四
季
に
わ
た
っ
て
す
ば
ら
し

い
群
泳
を
見
せ
、
入
れ
墨
模
様
の
ソ
ウ

シ
ハ
ギ
が
得
意
な
逆
立
ち
泳
ぎ
を
し
、

せ
λ

背
ぴ
れ
に
毒
腺
の
あ
る
刺
毒
魚
の
ミ
ノ

カ
サ
ゴ
は
キ
リ
ン
の
よ
う
な
縞
模
様
の

体
に
胸
び
れ
を
ク
ジ
ャ
ク
の
よ
う
に
大

き
く
広
げ
て
優
雅
に
群
れ
泳
ぐ
。
ア
フ

リ
カ
産
の
発
電
魚
デ
ン
キ
ナ
マ
ズ
は
全

部

身
と
筋
肉
が
発
電
組
織
で
、
泳
ぎ
出
し

神

止
さ

た
り
餌
を
と
る
と
き
は
、
緊
張
し
た
か

の
よ
う
に
強
力
な
九

O
Oボ
ル
ト
の
放

電
を
す
る
。
こ
の
放
電
の
様
子
を
音
声
、

色
彩
、
光
を
使
っ
た
標
示
で
、
観
客
に

見
せ
て
い
る
特
異
な
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

ス
ロ
ー
プ
の
生
態
水
槽
コ
ー
ナ
ー
の

次
に
、
大
型
の
四
角
や
円
柱
の
八
つ
の

水
槽
が
並
び
、
特
殊
な
生
態
を
も
っ
て

い
る
魚
や
動
物
た
ち
が
飼
育
展
示
さ
れ

て
い
る
。

南
の
サ
ン
ゴ
礁
の
ハ
タ
ゴ
イ
ソ
ギ
ン

チ
ャ
ク
、
サ
ン
ゴ
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の

⑩ 新水族館展示コーナ-紹介

編集子

。。

園盟理圏冨・

印刷/魚津印刷株式会柱

人 (前月対比)

24，080( +33) 

25，988(ー 14)

50， 068 ( + 19) 
13，196 

200.75同a

7.9km 

編集/企画広報室

(12月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


